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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、

親
等
の
家
族
に
と
っ
て
も
、
社
会

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

す
。
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
社
会
全
体
の
願
い
で
す
。 

　
ま
ず
、
大
人
自
身
が
、
大
人
社

会
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
と
も
に
、

社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
身
を

も
っ
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子

ど
も
が
変
わ
る
」
意
識
を
持
っ
て
、

子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

   

　
家
庭
は
子
ど
も
に
と
っ
て
人
格

形
成
の
行
わ
れ
る
最
初
の
場
所
で

す
。 

　
親
で
あ
る
み
な
さ
ん
は
、
家
庭

の
重
要
性
を
認
識
し
、
家
庭
で
の

し
つ
け
の
あ
り
方
や
親
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

子
ど
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康

で
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、

食
育
の
推
進
、
生
活
時
間
の
改
善

等
に
よ
り
、
子
ど
も
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
青
少
年
の
育
成
支
援
は
、
家
庭

を
中
心
と
し
て
、
行
政
、
学
校
、

企
業
、
地
域
等
、
社
会
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。 

　
全
て
の
人
が
青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
互
い
に
助
け
、
支
え
あ

え
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
確
保

の
取
組
、
有
害
環
境
へ
の
適
切
な

対
応
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
と
早

期
対
応
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
取
組
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

   

　
青
少
年
が
同
世
代
や
異
世
代
と

の
多
様
な
人
間
関
係
を
経
験
し
な

が
ら
、
社
会
的
自
立
に
必
要
な
主

体
性
や
協
調
性
を
育
み
、
積
極
的

に
社
会
へ
参
画
し
て
い
け
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、
大
人
の
み
な
さ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な

り
、
世
代
を
こ
え
て
、
地
域
の
行

事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
参
加
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

（
社
会
教
育
課
） 

○
青
少
年
の
育
成
は 

　
大
人
一
人
ひ
と
り
の
責
務 

○
地
域
で
一
体
と
な
っ
て 

　
青
少
年
の
育
成
を 

○
青
少
年
の
多
様
な
社
会
参 

　
加
活
動
を
支
え
よ
う 

○
家
庭
の
あ
り
方
を 

　
振
り
返
ろ
う 

１１
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
で
す 

人権・青少年健全育成 
フェスティバルのご案内 
日　時　１２月１０日（土）　９：３０～１２：００（開場９：００） 
場　所　エルデホール　メインホール 
内　容　◆第１部　小・中学生の主張、体験発表 
　　　　◆第２部　講演 
　　　　◆小中学生の人権ポスター、標語の展示　ほか 
　演題　「障がい者が地域で暮らすには・・・」 
　　　　～誰もが住みよいまちづくりに向けて～ 
　講師　NPO法人播磨地域福祉サービス第三者機構 
　　　　　理事長　河原正明さん  

～講師プロフィール～ 
　姫路市在住。１９６３年生まれ。 

　養護学校の高等部を卒業後、玉

津リハビリテーションセンターに

入所。機能訓練並びに職業訓練を

受ける。２２歳でコンピュータ会社

に就職。 

　１９９２年から加西市にある知的障害者更生施設に事務

長として入職。施設経営に携わる一方、障がい当事者の

視点から施設オンブズマンやサービス評価について研究。

　２０歳の頃からボランティア活動をはじめ、障がい者

のまちづくり、外出支援等の社会活動を行い、現在、「姫

路福祉マップをつくる会」会長、「姫路ボランティア連

絡協議会」副会長等も務めている。   
　みなさんぜひお越しください。 

　去る１０月２０日に開催された第４９回兵庫県青少年

補導委員大会で、継続して（５年）青少年の健全育

成に取り組んでこられた補導委員に、兵庫県青少

年補導委員連合会会長から感謝状が贈呈されまし 

た。 

【兵庫県青少年補導委員連合会会長感謝（５年）】 

　中野江津子さん（小倉） 

　おめでとうございます。 

　今後とも、地域の青少年健全育成のため、ます

ますのご活躍を祈念します 

（社会教育課） 

青少年補導委員に 
会長感謝状 

青少年補導委員に 
会長感謝状 

青少年補導委員に 
会長感謝状 

入場無料 



12月1日（第1木曜日）資料整理のため休館 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１１月１９日～１２月７日） 

おはなし会 

11月19日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
12月7日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

11月26日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　 
　猿地蔵　ほか」 

３ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書13冊 
「危険なビーナス」　　　東野　圭吾 
「罪の声」　　　　　　　塩田　武士 

本がよみづらい方へのサービス ご存じですか？ 

図書館応援隊 
『対面朗読・録音図書をつくるグループ』作成のCD

・人が読んでくれるので聞きやすい 

・自宅で聞ける 

おすすめポイント 

音声拡大読書器 
『よむべえ』 

・好きなときに 

　好きな本が読める 

おすすめポイント 

◎それぞれにメリットがあります。使いやすいほうをご利用ください。 

　くわしいことは図書館スタッフにお尋ねください。 

●文化センター行事予定（11／20～12／19） 

神崎学園 
日時：１１月２４日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１２月１日（木）１３：２０～１５：２０　専門講座 
　　　１２月１５日（木）１０：００～１２：００　専門講座  
福寿学園 
日時：１２月１日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１２月８日（木）１０：００～１２：００　専門講座  
老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：１２月１５日（木）１３：２０～１５：００ 
演題：「日々、心豊かに 
　　　　　～最晩年を幸せに生きるために～」 
講師：晩晴塾　代表　藤井義正さん  
サルビアセミナー（公開講座） 
日時：１２月１６日（金）１３：３０～１５：００ 
演題：「戦国時代の女性領主・井伊　直虎 
　　　～２０１７年NHK大河ドラマ『おんな城主直虎』 
　　　を通して～」 
講師：古典文学講師・バニラシティ 
　　　　代表　森田充代さん  
＊上記の公開講座は、一般の方も参加していた
　だけます。どうぞ、お越しください。 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 
　今月（１１／２０～１２／１９）のボランティア活動予定
をお知らせします。ぜひご参加ください。 
ココロンクラブ 
　１１月２６日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　１２月７日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

写真募集!!

　祭りの見どころや自慢の屋台など、 

秋まつりの写真を募集します！ 

　お寄せいただいた写真は、福崎町 

ホームページに掲載します。 

　応募についての詳細は福崎町ホームページでご

確認ください。 

（http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/００００００１５０９.html） 
 

○問い合わせ先　企画財政課企画係（内線２３２） 



　１０月５日、全国町村会館で

「市町村長総務大臣表彰」の

表彰式が行われました。 

　その席上で、嶋田正義前町

長が、２０年間町長として在職

し、地方自治の発展に功労が

あった者として総務大臣から

表彰を受けられました。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（総務課） 

　９月２１日に開催された平成２８年度兵庫県高齢者

の集いで、上野侃さんと福井すが子さんが、兵庫県

高齢者特別賞を受賞されました。 

　９０歳以上の方で、徳行にすぐれ、永年にわたり勤

労にはげみ、現在も健康的に活躍し、その功績が特

に優れている方に贈られるものです。 

　今後とも、ますますのご活躍、ご健康を祈念いた

します。　　　　　　　　　　　　　（健康福祉課） 
　町立小中学校から福崎サルビアライオンズクラブ

へ北海道水害支援のため、児童生徒や教職員、保護

者から収集したタオルをお渡ししました。 

　ご協力いただいたみなさま、ありがとうございま

した。　　　　　　　　　　　　　　（学校教育課） 

４ 

平成２８年度 

確認じゃ！ 
2つの給付金 

平成２８年度 
臨時福祉給付金 

申請期限は１２月２８日（水）までです。 
健康福祉課　臨時福祉給付金係（内線３５１） 

障害・遺族基礎年金 
受給者向け給付金 
（年金生活者等支援臨時 
　福祉給付金）　　　　 

  １０月２２日、吉田の 
「安達ふみゑ」さん
が満百歳を迎えられ
ました。 
  ご家族に温かく見
守られ、穏やかにお
過ごしです。 
　今後もますますお

健やかに、さらなるご長寿をお祈りします。 
  なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に、
お名前を刻みました。　 

（健康福祉課） 

上野侃さん 福井すが子さん 

　気象情報、地震情報、避難勧告や火災などの情報

を携帯電話のメールを活用して配信するサービスです。 

　登録方法は、fukusaki@bosai.net宛てまたは、

右記のＱＲコードを読み取り、空メー 

ルを送信して登録してください。 

詳しくは町ホームページをご覧ください。 

『ふくさき防災ネット』に登録を！ 



　時代の流れに対応しつつ、一人ひとりを大切にし、「住む、学ぶ、

働く」の３つの機能がさらに調和のとれた、参画と協働による自

律（立）のまちづくりを進めるため、各種団体の代表者などで構成

する行政改革懇話会の提言を受け、平成２８年１０月に福崎町第５次

行政改革大綱及び実施計画を策定しました。 

　第５次行政改革大綱及び実施計画の推進期間は、平成２８年度か

ら平成３２年度までの５年間です。 

　第５次行政改革大綱及び実施

計画の詳細は町のホームページ

で見ることができます。また、

役場情報公開コーナー、町立図

書館、八千種研修センターにも

備え付けていますのでご覧くだ

さい。 

問い合わせ先　　　　　 

企画財政課（内線２３１） 

行政改革懇話会後藤会長（右）から 
橋本町長（左）へ意見書を提出 【行政改革大綱の体系図】 

１．参画・協働と
　　透明性の向上 

２．効率的で効果
　　的な行政運営 

３．効率的で柔軟な 
　　行政組織の構築 

４．自立した財政
　　構造の構築 

②住民参画によ
る協働のまち
づくりの推進 

①組織機構の活
性化と人材育
成の充実 

①情報の共有と

透明性の向上 

①電子自治体の

推進 

①自主財源の確

保 

②財政の健全化 
②定員管理・給

与の適正化 

②行政サービス

の向上 

③事務事業の見

直し 

５ 

安心安全な町づくり 
福崎町高齢者等見守りネットワーク事業開始 
　９月３０日（金）、高齢者をはじめとする地域住民が安心して過ご
せるよう、町と訪問事業を業務とする民間の２４事業所が見守りネッ
トワークの協定を結び、見守り事業を開始しました。 
　少子高齢化が進み、家族形態も多様化する現在、支援を必要とす
る住民が、住み慣れた場所で安心して暮らすことができるよう、今
後もネットワークの充実・強化を図ります。 
　また、認知症などで行方不明になる恐れのある方を対象に、事前
登録制とする見守り・ＳＯＳネットワークも開始しました。詳細は、
後日、各戸配布のチラシでお知らせします。 
 
　協力事業所は随時募集していますので、地域包括支援センターへ
ご連絡ください。 

協力事業所一覧 

平成２８年９月３０日現在 

（順不同） 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 
２４ 

但陽信用金庫　福崎支店 
株式会社但馬銀行　福崎支店 
姫路信用金庫　福崎支店 
播州信用金庫 
兵庫西農業協同組合　福崎東支店 
兵庫西農業協同組合　福崎支店 
日本郵便株式会社　福崎郵便局 
日本郵便株式会社　福崎新町郵便局 
日本郵便株式会社　福崎八千種郵便局 
日本郵便株式会社　香寺郵便局 
ヤマト運輸株式会社　姫路主管支店 
安田急配 
三木ガス販売株式会社　加西工場 
読売播磨販売株式会社 
姫路ヤクルト販売株式会社 
関西電力株式会社 
生活協同組合コープこうべ 
布亀株式会社 
神戸新聞　福崎販売所 
船山新聞販売所 
有限会社　柳田商店 
有限会社　森プロパン店 
志水プロパン店 
株式会社　ＪＡドリーム 

協力事業所名 



　
お
か
あ
さ
ん
の
お
て
つ
だ
い
を

し
て
い
る
よ
。 

　
し
ょ
っ
き
あ
ら
い
、
せ
ん
た
く

も
の
た
た
み
、
お
さ
ら
の
か
た
づ

け
、
ま
い
に
ち
し
て
い
る
よ
。 

　
こ
の
ま
え
は
、
し
ょ
っ
き
あ
ら

い
を
し
た
よ
。
あ
ら
い
お
わ
っ
た

ら
、
お
か
あ
さ
ん
が
、 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

っ
て
い
っ
て
く
れ
た
よ
。
お

か
あ
さ
ん
は
に
っ
こ
り
し
て

い
た
よ
。 

　
お
か
あ
さ
ん
の
か
お
を
み

る
と
、
す
ご
く
う
れ
し
く
な

っ
た
よ
。
も
う
お
か
あ
さ
ん

と
は
な
れ
た
く
な
い
な
あ
と

お
も
っ
た
よ
。 

　
お
か
あ
さ
ん
が
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
な
る
ま
で
い
っ
し
ょ

に
い
た
い
な
あ
と
お
も
っ
た

よ
。 

     

　
今
日
、
ふ
く
し
体
け
ん
の
じ
ゅ

ぎ
ょ
う
で
、
手
話
を
べ
ん
き
ょ
う

し
ま
し
た
。
安
達
さ
ん
が
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
カ
ー
ド
に
の
っ
て

い
る
絵
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
安
達

さ
ん
に
つ
た
え
ま
し
た
。
き
ょ
年

な
ら
っ
た
手
話
も
あ
っ
た
け
ど
、

わ
す
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、「
ひ
こ
う
き
」

と
「
バ
ナ
ナ
」
と
「
サ
ル
」
の
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
が
で
き
て
、
安
達
さ

ん
に
つ
た
わ
り
ま
し
た
。「
か
め
」

と
「
か
え
る
」
、「
青
色
」
、「
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」
の
手
話
は
知

ら
な
か
っ
た
け
ど
、
教
え
て
も
ら

っ
て
知
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

つ
ぎ
は
、
い
ろ
ん
な
手
話
を
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
つ
ぎ
に
、
「
さ
ん
ぽ
」
と
い
う

き
ょ
く
を
手
話
を
つ
け
て
歌
い
ま

し
た
。
き
ょ
年
は
少
し
し
か
で
き

な
か
っ
た
け
ど
、
今
年
は
二
ば
ん

目
の
と
中
ま
で
手
話
を
つ
か
っ
て

で
き
ま
し
た
。
七
月
四
日
に
こ
と

ね
さ
ん
と
会
う
時
に
手
話
で
話
そ

う
と
思
っ
た
の
で
、
今
の
う
ち
に

お
ぼ
え
よ
う
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

　
さ
い
ご
に
、
「
あ
り
が
と
う
」

と
「
さ
よ
う
な
ら
」
の
手
話
を
教

え
て
も
ら
っ
て
、
手
話
で
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。 

　
た
く
さ
ん
手
話
を
教
え
て
も
ら

っ
て
う
れ
し
か
っ
た
し
、
楽
し
か

っ
た
で
す
。
耳
が
聞
こ
え
な
い
人

は
、
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

す
ご
く
ど
り
ょ
く
し
な
い
と
い
け

な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
き
ょ
年
と
く
ら
べ
る
と
、
今
年

は
と
て
も
う
ま
く
な
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
は
や
く
三
年
生
に
な
っ

て
、
ま
た
手
話
を
し
た
い
で
す
。

楽
し
み
で
す
。 

あ
り
が
と
う 田

原
小
学
校
１
年
　 

井
上
愛
椛 

手
話 

高
岡
小
学
校
２
年
　 

森
本
瑛
音 

福崎町 

福崎西中学校３年　羽室美彩妃 福崎東中学校２年　釜田光華 

田原小学校５年　坂田大桔 

福崎小学校５年　藤後秀輔 

考
え
て
！
　
自
分
が
さ
れ
た
ら 

　
嫌
じ
ゃ
な
い
？ 

福
崎
小
学
校
６
年
　
　 

花
房
美
有 

助
け
合
い
　
心
の
中
に 

　
明
か
り
を
と
も
そ
う 

八
千
種
小
学
校
６
年
　 

井
上
泰
一 

す
る
人
も
　
見
て
見
ぬ
ふ
り
も 

　
同
じ
こ
と 福

崎
東
中
学
校
２
年
　 

白
石
大
騎 

大
丈
夫
？
　
そ
の
一
言
が 

　
す
く
い
の
手 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　 

筒
井
杏
有 

　毎月第３水曜日、午前１０時から午後３
時まで、サルビア会館で人権相談を受け
ています。 
　いじめや差別などの人権侵害に関する
ことでお困りの方は、お気軽にご相談く
ださい。 

住民生活課（内線３７４） 

人権相談について 

６ 



役
場
職
員
の
紹
介
　
第
６
回 

町
長
　
橋
本
省
三 

企画財政課長 

吉田利彦 

７ 

第４２回 
遠野市産業まつり 

姫路年金事務所による 
年金出張相談開催 

日　時　１２月１５日（木） 
　　　　１０：００～１５：００ 
場　所　サルビア会館（２階） 
　　　　講義室 
対象者　福崎町に住民票がある方 
持参物　・年金手帳 
　　　　・年金証書 
　　　　・認印 

※相談内容により必要な
書類 
※代理人の場合は、委任
状と代理人の本人確認
書類（免許証など）  

◆相談には事前予約が必要です 
申込方法　住民生活課（内線３７４）

までお電話ください。 
　　　　　※土・日・祝日を除く 
申込期限　１２月２日（金）まで 

～年末調整・確定申告まで大切に保管を～ 

「社会保険料（国民年金保険料）控除 
証明書」が発行されます 

　国民年金保険料は、社会保険料控除の対象となります。 
　社会保険料控除を受けるためには、所得税・住民税の申告
時に、納付したことを証明する書類の添付が必要です。対象は、
その年の１月～１２月の間に納付した保険料です。 
 
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付時期 
■１月１日～９月３０日の間に保険料を納付された方■ 
　１１月上旬 
■１０月１日～１２月３１日の間に今年初めて保険料を納付された方■ 
　翌年の２月上旬 
※ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社
会保険料控除の対象となります。年末調整や確定申告の際
には必ずこの証明書（又は領収書）を添付してください。 
 
【問い合わせ先】 
◇ねんきん加入者ダイヤル　　０５７０－００３－００４（ナビダイヤル） 
◇受付期間　H２８.１１.１（火）～H２９.３.１５（水） 
◇受付時間　月～金曜日８:３０～１９:００ 
　　　　　　第２土曜日９:００～１９:００ 
　　　　　　※祝日（第２土曜日を除く）、１２/２９～１/３は除く 

　
１０
月
８
日
に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん

で
い
る
岩
手
県
遠
野
市
の
産
業
ま
つ
り

に
招
か
れ
、
本
町
の
特
産
品
で
あ
る
も

ち
麦
の
宣
伝
・
販
売
を
兼
ね
て
見
聞
を

広
め
て
き
ま
し
た
。 

　
福
崎
町
が
柳
田
國
男
先
生
の
生
誕
の

地
で
あ
る
こ
と
は
、
遠
野
市
職
員
の
み

な
ら
ず
多
く
の
市
民
の
方
が
ご
存
知
で

し
た
。
遠
野
市
に
お
け
る
柳
田
國
男
先

生
の
評
価
は
単
に
「
遠
野
物
語
」
の
著

者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
『
遠

野
』
と
い
う
ま
ち
が
全
国
に
知
ら
れ
る

き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
で
あ
る

と
捉
え
、
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
先
生
の
生
誕
の
地
と

し
て
國
男
先
生
ほ
か
ご
兄
弟
の
業

績
を
も
っ
と
顕
彰
し
な
け
れ
ば
と

の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

　
福
崎
秋
ま
つ
り
に
は
、
遠
野
市

の
本
田
市
長
様
を
は
じ
め
、
特
産

品
の
販
売
、
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
文
化 

・
教
育
・
観
光
等
の
交
流
を
通
し

て
友
好
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
１１
月
中
旬
に
は
２９
年
度
予
算
に

対
す
る
指
示
会
議
を
開
き
ま
す
。

景
気
対
策
な
ど
の
国
の
動
向
や
県

の
行
革
の
取
り
組
み
を
注
視
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

　
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
「
地

方
創
生
」
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
企
画

財
政
課
で
は
、
地
方
創
生
に
関
す
る
こ

と
を
は
じ
め
、
町
行
政
の
総
合
調
整
、

統
計
、
予
算
編
成
、
町
債
、
財
産
管
理
、

入
札
、
情
報
管
理
な
ど
の
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
は

少
な
い
で
す
が
、
松
下
幸
之
助
さ

ん
の
座
右
の
銘
「
勇
気
に
満
ち
て

日
に
新
た
な
活
動
を
続
け
る
か
ぎ

り
青
春
は
永
遠
に
そ
の
人
の
も
の

で
あ
る
」
の
よ
う
に
、
身
体
に
年

を
と
ら
せ
て
も
心
に
年
を
取
ら
せ

ぬ
よ
う
「
活
力
に
あ
ふ
れ
、
風
格

あ
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
」
〜
住
ん

で
、
学
ん
で
、
働
い
て
未
来
に
つ

な
が
る
福
崎
〜
へ
の
実
現
に
向
け

て
、
課
の
仲
間
た
ち
と
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
新
聞
折
込
に
不
要
に
な
っ
た
衣

類
等
ご
み
袋
一
袋
分
を
千
円
で
買

い
取
る
と
チ
ラ
シ
に
あ
り
、
少
し

で
も
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る
な
ら

と
思
い
業
者
に
電
話
し
た
。
窓
口

の
女
性
か
ら
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
貴
金
属
も
高
額
買
取
す
る
」
と

言
わ
れ
た
の
で
訪
問
を
承
諾
し
た

が
、
ど
ん
な
業
者
か
わ
か
ら
な
い
。

や
め
て
お
い
た
方
が
い
い
か
。 

（
７０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
不
要
に
な
っ
た
衣
類
や
家
電
商

品
な
ど
を
買
い
取
る
と
広
告
等
が

あ
っ
て
も
、
実
は
不
要
品
は
買
い

取
ら
ず
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の

貴
金
属
を
買
い
取
る
訪
問
買
取
の

ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
こ
と
を
説
明
し
、

注
意
す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

業
者
が
訪
問
し
た
ら
、
き
っ
ぱ
り

と
断
る
よ
う
、
困
っ
た
時
は
再
度

相
談
す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
自
宅
に
あ
る
不
要
品
の
整
理
整

頓
に
困
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
時
に
、

「
不
要
品
で
も
買
い
取
る
」「
無
料

で
引
き
取
る
」
と
広
告
や
勧
誘
が

あ
れ
ば
、
依
頼
し
よ
う
か
悩
む
方

も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

　
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う

に
不
要
品
を
買
い
取
る
場
合
は
、

古
物
営
業
法
の
許
可
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
許
可
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
業
者
が
訪
問
す
る
時
に
貴
金

属
は
な
い
か
と
し
つ
こ
く
勧
誘
し

た
り
、
買
い
取
り
す
る
よ
う
迫
る

場
合
が
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

訪
問
者
は
窓
口
の
優
し
そ
う
な
女

性
で
な
く
、
強
面
の
男
性
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
の
で
、
訪
問
の
承

諾
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
も
し
、
貴
金
属
を
売
っ
た
場
合

で
も
、
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
売
っ
た
貴
金
属
は
８
日

間
業
者
に
引
き
渡
す
こ
と
な
く
手

元
に
お
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
不
要
品
を
処
分
す
る
際
は
、
町

の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

廃
棄
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
廃
棄

物
処
理
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
た

業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。 

　
対
応
が
わ
か
ら
な
い
時
、
困
っ

た
時
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

「
不
要
品
を
買
い
取
る
」
 

お
い
し
い
話
に
は
ご
用
心
！
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　　　中核センター 
　　　　相談員です 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

多重債務者無料相談会 多重債務者無料相談会 
日時　１２月１０日（土）１３：３０～１６：３０ 
場所　姫路職員福利センター（姫路総合庁舎敷地内） 
面談方法　面接相談（事前予約制） 
予約・問い合わせ先 
　兵庫県中播磨消費生活創造センター　　０７９－２８１－６０２３ 
　（月～金曜日　９：００～１２：００、１３：００～１７：３０受付） 

秋季全国火災予防運動 
11月9日（水）～15日（火） 

『消しましょう　その火その時　その場所で』 

○寝たばこは絶対やめる。 
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で
使用する。 
○ガスこんろなどのそばを離れる時は必ず火を
消す。 

３
つ
の
習
慣 

○逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設
置する。 
○寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐため
に防炎品を使用する。 
○火災を小さいうちに消すために住宅用消火器
等を設置する。 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣
近所の協力体制をつくる。 

４
つ
の
対
策 

中播消防署・姫路市消防局予防課 

「女性の人権ホットライン」強化週間 

　夫やパートナーからの暴力や
セクシャル・ハラスメントなど、
女性をめぐるさまざまな人権問
題について電話相談に応じます。 

日時 
〇１１月１４日（月）～１８日（金）８：３０～１９：００ 
〇１１月１９日（土）・２０日（日）１０：００～１７：００ 
相談電話番号 
０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル） 
担当者　人権擁護委員　法務局職員 
相談方法　電話相談のみ 
問い合わせ先　神戸地方法務局　人権擁護課 
　　　　　　　　０７８－３９２－１８２１（内線３４５） 

全国一斉 

相談無料・秘密厳守 

８ 



健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き 

は
必
ず
届
出
を
！
　
　
　
　 

保
険
税
は
必
ず
期
限
内
に 

納
め
て
く
だ
さ
い
　
　
　 

こ
ん
な
と
き
も
給
付
が
あ
り
ま
す 

〜
移
送
費
が
か
か
っ
た
と
き
〜 

●
社
会
保
険
等
を
脱
退
し
て
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合 

退
職
、
会
社
の
保
険
の
扶
養

を
は
ず
れ
た
と
き 

●
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
場
合 

就
職
、
会
社
の
保
険
の
扶
養

に
な
っ
た
と
き 

    

　
病
院
な
ど
保
険
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
と
き
の
医
療
費
は
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

金
の
ほ
か
、
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
や
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
大
切
な
財
源
で
す
。
必

ず
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

＊
保
険
税
を
滞
納
す
る
と 

　
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
有
効

期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

＊
納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
を 

　
災
害
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
と
き
は

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
減

額
や
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

    

　
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
や
む
を

得
ず
重
病
人
の
入
院
や
転
院
な
ど

の
移
送
に
費
用
が
か
か
っ
た
と
き
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
移
送

に
要
し
た
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

要
件 

・
療
養
す
る
こ
と
と
な
っ
た
原
因

の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
移
動
が

困
難
で
あ
る
こ
と 

・
医
師
の
指
示
に
よ
り
一
時
的
・

緊
急
的
に
移
送
が
必
要
で
あ
る

こ
と 

※
医
師
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

・
保
険
の
資
格
に
関
す
る
こ
と 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

・
保
険
税
に
関
す
る
こ
と 

　
税
務
課
　
国
保
税
係 

　
（
内
線
３
４
２
） 

柔道整復師（接骨院等）に 
よる施術を受ける方へ 
柔道整復師（接骨院等）に 
よる施術を受ける方へ 

　接骨院等で施術を受ける場合、健康保険の対象となる

場合とならない場合があります。単なる肉体疲労や肩こ

りなどは対象とならず、全額自己負担になりますのでご

注意ください。 
 

○健康保険が使える場合 

打撲・捻挫・骨折・脱臼など 

※医師の同意が必要です 

○健康保険が使えない場合 

・日常生活のなかの疲れや肩こり・体調不良など 

・他の医療機関で治療中の部位について同じ時期に施

術を受ける場合 

・あんま・マッサージの代わりの利用 
 

　施術を受ける場合、「療養費支給申請書」に署名をし

なければなりません。負傷原因、傷病名などに誤りがな

いか確認をしてから署名してください。 

　施術の受け方を正しく理解することで、医療費の適正

化、保険税の上昇抑制にもつながります。 

　なお、柔道整復師にかかった方に、負傷の原因や施術

内容等について照会をさせていただく場合があります。 

健康福祉課　国保医療係（内線３５５・３５６） 

国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
１１
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
世

帯
ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。 

　
現
在
お
持
ち
の
証
は
１１
月
３０
日
で
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
１２
月
以
降
に
医
療
機
関
等
に
か
か
ら
れ
る
と

き
は
、
必
ず
新
し
い
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

特
定
疾
病
患
者
の
方
へ 

対
象
者 

　
兵
庫
県
か
ら
「
特
定
医
療
費 

（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
」
ま
た

は
「
特
定
医
療
費
（
小
児
慢
性
）

受
給
者
証
」（
１２
月
１
日
時
点
で

有
効
期
間
内
の
も
の
）の
交
付
を

受
け
て
い
る
方 

申
請
に
必
要
な
も
の 

○
受
給
者
証 

○
印
鑑 

○
振
込
先
口
座
を
確
認
で
き
る
も

の
（
通
帳
な
ど
） 

受
付
期
間 

１２
月
１
日（
木
）〜
２６
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
１
） 

　
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

が
確
立
し
て
い
な
い
特
定
疾

病
に
か
か
っ
て
い
る
方
に
対

し
、
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。 

ねんざ だっきゅう 

９ 



１０ 

便利な暮らし、よりよい社会へ！ 

マイナンバー制度3つの目的 
公平・公正な社会の基盤として、将来の世代に社会保障を引き継ぐために導入します。 

１．国民の利便性の向上…………面倒な行政手続きが簡単になります。 
２．行政の効率化…………………行政手続きが、ムダなく正確になります。 
３．公平・公正な社会の実現……給付金などの不正受給を防止します。 

◆マイナンバーの利用シーン◆ 

・奨学金の申請時に貸与元の機関へ 

・アルバイトを始める時にバイト先へ 

 

・源泉徴収票の作成や雇用保険などの手続で勤務先へ 

・税の確定申告などの時に税務署へ 

 

・児童手当や出産育児一時金などの申請時に市区町村

や健康保険組合へ 

・パートを始める時にパート先へ 

 

・福祉や介護の手続で市区町村へ 

・資産運用の手続で銀行や証券会社へ 

○雇用保険の失業等給付の手続きでハローワー
クへ 

○災害時の支援制度を利用する時に市区町村へ 
○生命保険、損害保険、共済の受取時に保険会
社や組合へ 

○国外送金や国外から受金する時に銀行や郵便
局へ 

○年金給付の手続に日本年金機構へ※ 
※日本年金機構へのマイナンバー利用開始は延期されています。 

学生 

就職 

結婚・子育て 

退職後など 

◆他にもいろいろ！ 
　　こんなときにもマイナンバー◆ 

一生使うものだから大切に 

（住民生活課） 

　本人通知制度は、住民票の写しや戸籍謄本な

どを代理人や第三者に交付した場合に、交付し

たことを本人に通知する制度で、事前に住民登

録や本籍がある市区町村での登録が必要です。 

　この制度により、不正請求の抑止や不正取得

による個人の権利の侵害防止の効果が期待でき

ます。 

　詳しくは町民窓口係までお問い合わせください。 

住民生活課　町民窓口係（内線３７５・３７６） 

「本人通知制度」事前登録のご案内 「本人通知制度」事前登録のご案内 「本人通知制度」事前登録のご案内 

　福崎町では、計量法に基づき、有効期限を迎

える水道メーターを交換しています。 

　期間中、福崎町指定給水装置工事事業者が対

象となるご家庭へ伺いますので、ご理解とご協

力をお願いします。 

対象地区　田口、板坂、桜、長野 

作業期間　１１月１５日（火）～２８日（月） 

上下水道課（内線３８５） 

水道メーター取替えのお知らせ 
　平成２９年４月に小学校へ入学予定のお子さん

を対象に、就学時健康診断を実施します。 

　該当するお子さんの保護者あてに、健診の通

知を送付していますので、通知のあった実施日

に、入学予定の小学校で受診してください。 

学校教育課（内線２５２） 

就学時健康診断のお知らせ 

　給食センターで、調理アルバイトとして勤務
できる方のアルバイト登録を受け付けています。 
勤務内容　学校給食業務にかかる調理・洗浄作

業等の補助業務 
時　　給　８６０円 
勤務時間　週１９時間４５分（週２～３日） 
問い合わせ先 
　○登録について　総務課（内線２２２） 
　○勤務条件について　給食センター 
　　　　　　　　　　　（　２２－０７１０） 

給食センター 
調理アルバイトを募集！ 



全国瞬時警報システム 
（J-ALERT） 

全国一斉試験放送実施 

全国瞬時警報システム 
（J-ALERT） 

全国一斉試験放送実施 
　地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報シ

ステム（J-ALERT）から送られてくる緊急情報を、

防災行政無線を用いて確実に町民のみなさんにお伝

えするため、緊急情報伝達の試験を行います。 

○日時　１１月２９日（火）１１：００ 

○内容　防災行政無線から定時放送と同じぐらいの

音量でチャイムの後に「これはテストです。」

と流れます。 

※福崎町以外の市町でも、 

　当日は全国的にさま 

　ざまな方法で試験が 

　実施されます。 

 

全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは？ 

　緊急地震情報や弾道ミサイル発射情報といった、

対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、国

から通信衛星を介して情報が送信され、町が受信し、

防災行政無線を自動起動することにより、瞬時に緊

急情報をお知らせするものです。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７２） 

１１ 

中播都市計画道路及び下水道の 
変更にかかる素案縦覧のお知らせ 
中播都市計画道路及び下水道の 
変更にかかる素案縦覧のお知らせ 
中播都市計画道路及び下水道の 
変更にかかる素案縦覧のお知らせ 
　福崎町では、都市計画道路（福崎駅田原線：福
崎駅前広場）及び都市計画下水道の変更を予定し
ています。 
　このたび、変更に係る素案を作成しましたので、
都市計画法に基づく法定縦覧を行います。 
 
期間　１１月２２日（火）～１２月６日（火） 
　　　８：３０～１７：１５　※閉庁日を除く 
場所　まちづくり課 
対象となる都市計画 
　■中播都市計画道路（福崎駅田原線：福崎駅前広場） 
　■中播都市計画下水道 
　　　（コミプラ汚水編入、工業団地雨水整備） 
○意見書の提出について 
　計画変更素案に対し、意見書を提出すること
ができます。上記縦覧期間中に、住所、氏名、
年齢及びこの素案についての意見をできるだけ
具体的に記載した書面を、福崎町長あてに提出
してください。郵送も可能です。 
 
問い合わせ・意見書提出先 
　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

中播都市計画地区計画の変更(福崎 
町決定)に係る素案縦覧のおしらせ 
中播都市計画地区計画の変更(福崎 
町決定)に係る素案縦覧のおしらせ 
中播都市計画地区計画の変更(福崎 
町決定)に係る素案縦覧のおしらせ 
　中播都市計画地区計画の変更（福崎町決定）に
ついて、都市計画法の規定に基づき次のとおり素
案の縦覧を行います。 
 
期間　１１月２２日（火）～１２月６日（火） 
　　　８：３０～１７：１５　※閉庁日を除く 
場所　まちづくり課 
地区計画の名称　東部工業団地地区計画 
地区計画の区域　 
福崎町大貫字カスベ口、カスベ、飛原、和田、
飛原口、高野及び尾山の各一部 
○意見の提出について 
    本案に意見のある方（福崎町の住民及び利害関
係人）は上記の縦覧期間中に意見書を提出するこ
とができます。住所、氏名、年齢及びこの案につ
いての意見をできるだけ具体的に記載した書面を、
福崎町長あてに提出してください。郵送も可能です。 
 
問い合わせ・意見書提出先　 
　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

特別指定区域の指定及び 
関係図書の縦覧について 
特別指定区域の指定及び 
関係図書の縦覧について 
特別指定区域の指定及び 
関係図書の縦覧について 

　西大貫まちづくり協議会が策定した地区土地利
用計画にもとづき、町から県に対して指定の申出
を行った下記の地区が、このたび特別指定区域に
指定及び指定の変更がなされ、兵庫県公報により
告示されましたのでお知らせします。 
　また、関係図書を永久縦覧に供しますので併せ
てお知らせします。  
■指定した日　平成２８年１０月７日 
■地区名　西大貫地区 
■指定した区域　地域活力再生等区域 
　・旧地縁者住宅区域　・旧新規居住者住宅区域 
　・旧小規模事業所区域  
関係図書の縦覧場所　まちづくり課 
縦覧時間　８：３０～１７：１５　※閉庁日を除く 
問い合わせ先　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 
　※町のホームページにも掲載しています。 



平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果 
　本年も４月１９日に全国学力・学習状況調査が、全国すべての小中学校（小学６年生･

中学３年生）で、国語・算数（数学）の２教科４分野で実施されました。今回の本町の

子どもたちは、下表のとおり小学校・中学校とも２教科３分野で全国平均を上回りま

した。本調査は、学力の一部を調査したものであり、すべての教科が同様であるとは

証明できかねますが、頑張っていることは高く評価できます。また、同

時に行った生活調査について分析しましたところ、ここ数年、地域の行

事に参加するという項目が全国平均を大きく上回っています。このこと

は、子どもたちが地域の中で育っている・地域を挙げて子育て支援をし

ていただいていることが裏打ちされています。 

　各小中学校・教育委員会においては、現状を評価しつつも、今回の分

析と今後の対策を考えて、更に積み上げが必要な分野や、他教科でも同

じような成績が上げられるよう指導力の向上に励みます。 

◆学力調査について 

◆生活調査より 

※Ａは基本力を見る問題。Ｂは応用力を見る問題。 
※指数は全国平均を１００としています。 
※正答率の全国平均より±５．０以内は、水準内となっています。 

◎よくできている項目 
　・毎日同じような時刻に起きている。 
　・家で学校の宿題をしている。 
　・友だちとの約束を守っている。 
　・地域の行事にはよく参加している。 

◎気になる項目 
　・毎日同じような時刻に寝ていない。 
　・宿題以外の予習や復習が少ない。 
　・解き方や考え方をあまりノートしていない。 
　・発表し合う学習活動が苦手である。 

・「時間を守る人は、勉強ができる。」と

言われていることが裏打ちできる。 

・学校のことなどを話し合っている家庭の

子どもほど正答率が高い。 

・学習支援員の配置により、きめ細かな指

導につながっている。 

・先生に指示されたことはよくできるが、

自分からプラスアルファーをする意欲が

弱い。 

・総じて、学習ノートのまとめ方及び授業

の目標を振り返る活動・意欲に課題があ

る。 

◎総括◎ 

・町学力向上委員会･各学校で現状分析をしっかり行い、

学力向上に向けた学習指導を高め、「生きる力」の

定着につなげる。 

・家庭と協力して基本的生活習慣をより確立させ、自

ら学ぶという主体的・能動的な姿勢を育成する。 

・授業中、友だちの意見をしっかり聞き、それに対す

る自分の意見を持ち人前で発表できる訓練をする。 

・学校での朝学習、授業の工夫改善、家庭での読書習

慣（「フクちゃん読書」・新聞を読む）などの定着を

図る。 

・今後も、町単独での授業支援による少人数学習や複

数指導によるきめ細やかな指導をする。 

◎今後の対応◎ 

全　国 

兵庫県 

福崎町 

指　数 

文科省基準 

国語Ａ 

７２．９ 

７３．０ 

７６．２ 

１０４．５ 

水準内 

国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

５７．８ 

５７．７ 

５４．３ 

９３．９ 

水準内 

７７．６ 

７７．７ 

７９．９ 

１０３．０ 

水準内 

４７．２ 

４７．３ 

４７．６ 

１００．８ 

水準内 

■小学校正答率［公立のみ］ （単位：％） （単位：％） 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

■中学校正答率［公立のみ］ 

全　国 

兵庫県 

福崎町 

指　数 

文科省基準 

７５．６ 

７６．０ 

７７．０ 

１０１．９ 

水準内 

６６．５ 

６５．８ 

６５．０ 

９７．７ 

水準内 

６２．２ 

６５．７ 

６８．４ 

１１０．０ 

水準以上 

４４．１ 

４５．５ 

４６．１ 

１０４．５ 

水準内 

１２ 

（福崎町教育委員会） 



福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

１
、
国
内
外
に
魅
力
発
信
！ 

　
　
日
本
遺
産 

　
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的

魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
、
日
本
の

文
化
・
伝
統
を
語
る
「
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
国
（
文
化
庁
）
が
認
定
す

る
制
度
で
す
。
国
内
外
へ
の
魅
力

発
信
や
地
域
活
性
化
を
図
る
目
的

で
、
平
成
２７
年
度
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
認
定
数
は
、
全
国

で
３７
件
で
す
が
、
文
化
庁
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
２
０
２
０
年
）

ま
で
に
１
０
０
件
程
度
ま
で
認
定

を
増
や
す
方
針
で
す
。
兵
庫
県
で

は
、
「
丹
波
篠
山
・
デ
カ
ン
シ
ョ

節
」「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」
の

２
件
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
、
日
本
近
代
化
の
ス
ト
ー
リ
ー

　
　
〜
生
野
鉱
山
と
馬
車
の
道
〜 

　
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
、
生

野
鉱
山
（
現
朝
来
市
）
は
日
本
最

初
の
官
営
鉱
山
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
、
近
代
化
を
先
導
す

る
模
範
鉱
山
と
し
て
、
生
野
鉱
山

に
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
を
招
き
、
世

界
の
最
先
端
技
術
を
導
入
し
て
、

近
代
鉱
山
シ
ス
テ
ム
を
築
き
あ
げ

ま
し
た
。 

　
な
か
で
も
、
輸
送
で
は
生
野
・

姫
路
間
に
、
日
本
初
の
産
業
専
用

道
路
「
生
野
鉱
山
寮
馬
車
道
」
が

造
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
９
年
に
完

成
し
た
こ
の
道
を
、
わ
た
し
た
ち

は
「
銀
の
馬
車
道
」
の
愛
称
で
、

地
域
間
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

保
存
活
用
し
て
い
ま
す
。 

３
、
福
崎
町
と
「
銀
の
馬
車
道
」 

　
「
銀
の
馬
車
道
」
は
、
生
野
鉱

山
か
ら
、
神
河
町
、
市
川
町
を
経

て
、
福
崎
町
の
　
川
界
隈
を
東
西

に
横
切
り
、
西
光
寺
野
へ
と
南
下

し
ま
す
。 

　
　
川
の
三
木
家
住
宅
（
県
指
定

文
化
財
）
に
南
接
す
る
道
路
が 

「
銀
の
馬
車
道
」
で
す
。
　
川
界

隈
は
関
連
す
る
文
化
財
の
宝
庫
で

も
あ
り
、
馬
車
道
ル
ー
ト
の
な
か

で
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

  

　
三
木
家
住
宅
の
表
門
前
を
通
る

道
は
、
北
条
街
道
と
呼
ば
れ
る
東

西
交
通
の
主
要
路
の
１
つ
で
し
た
。

明
治
初
年
、
こ
の
街
道
を
馬
車
道

と
し
て
拡
幅
整
備
す
る
に
あ
た
り
、

三
木
家
は
表
門
を
小
規
模
に
建
て

替
え
、
位
置
を
移
動
さ
せ
て
用
地

を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
木

家
文
書
に
は
、
「
馬
車
道
潰
地
書

上
帳
」
な
ど
、
馬
車
道
建
設
に
関

わ
る
資
料
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

        

　
柳
田
國
男
生
家
（
県
指
定
文
化

財
）
は
、
も
と
も
と
は
「
銀
の
馬

車
道
」
に
面
し
て
建
っ
て
い
ま
し

た
。
柳
田
は
「
　
川
と
い
う
よ
う

な
非
常
に
旧
い
道
路
の
十
文
字
に

な
っ
た
所
に
育
っ
た
こ
と
が
、
幼

い
私
に
色
々
の
知
識
を
与
え
て
く

れ
た
よ
う
に
思
う
。
（
中
略
）
も

し
も
横
丁
か
何
か
の
隅
っ
こ
に
い

た
の
だ
っ
た
ら
、
私
も
こ
ん
な
風

な
人
間
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
」（
『
故
郷
七
十
年
』
）

と
、
馬
車
道
を
行
き
交
う
人
や
物
、

情
報
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
成
長

し
、
自
身
の
学
問
の
基
礎
が
育
ま

れ
た
と
懐
述
し
て
い
ま
す
。 

      

　
　
川
山
公
園
の
河
童
が
出
没
す

る
池
に
架
か
っ
て
い
る
石
橋
が
巌

橋
で
す
。
も
と
は
、
雲
津
川
に
架

か
り
、
そ
の
上
を
馬
車
が
走
っ
て

い
ま
し
た
。 
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１３ 

　
「
生
野
鉱
山
と
馬
車
の
道
の
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
日
本
遺
産
に
！
　
現

在
、
３
市
３
町（
姫
路
市
・
福
崎
町
・
市
川
町
・
神
河
町
・
朝
来
市
・

養
父
市
）が
申
請
者
と
な
っ
て
、
兵
庫
県
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
日

本
遺
産
認
定
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、「
日
本
遺
産
っ
て
何
？
」「
馬
車
の
道
っ
て
何
？
」
―
そ
ん

な
疑
問
に
お
答
え
し
、
み
な
さ
ん
に
日
本
遺
産
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
き
、
取
り
組
み
を
盛
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

目
指
せ
！
日
本
遺
産 

近
代
日
本
の
鉱
山
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
し
た
、 

生
野
鉱
山
と
馬
車
の
道 

三
木
家
住
宅
と
「
銀
の
馬
車
道
」 

柳
田
國
男
と
「
銀
の
馬
車
道
」 

巌
橋
と
「
銀
の
馬
車
道
」
　
　 

三木家住宅前を通る「銀の馬車道」 

「馬車道潰地書上帳」 
潰地を書き上げ、飾磨県へ 
提出した。 

柳田國男生家跡 
に建つ石碑 

雲津川に架かる巌橋（昭和６２年撮影） 
「その橋は私の見ている間に石橋にかけ代え 
られた」（柳田國男『故郷七十年』） 

た
ん
ば
さ
さ
や
ま 

く
に
う 

ふ
る 

か
っ
ぱ 

い
わ
お 

ば
し 

つ
ぶ
れ
ち
か
き 

あ
げ
ち
ょ
う 



１４ 

　
通
泰
は
、
１５
歳
の
時
に
上
京
し
、

大
学
予
備
門
を
経
て
、
帝
国
大
学
医

科
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後

は
、
眼
科
医
局
助
手
と
し
て
在
籍
し

な
が
ら
開
業
し
、
姫
路
の
病
院
へ
赴

任
し
た
の
ち
、
３０
歳
で
第
三
高
等
学

校
医
学
部
の
眼
科
教
授
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
３７
歳
の
時
、
岡
山
か

ら
再
び
上
京
し
た
通
泰
は
、
井
上
医

院
を
開
業
し
、
診
療
を
続
け
ま
し
た
。 

　
柳
田
國
男
の
兄
で
あ
る
井
上
通
泰

は
、
慶
応
２
年（
１
８
６
６
）に
誕
生

し
、
今
年
、
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え

ま
す
。 

　
記
念
館
で
は
、
眼
科
医
・
歌
人
・

国
文
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
通
泰
の

業
績
を
は
じ
め
、
松
岡
五
兄
弟
や
森

　
外
、
門
人
た
ち
と
の
交
流
を
紹
介

す
る
展
示
を
し
て
い
ま
す
。 

　
通
泰
が
診
療
で
使
用
し
て
い
た
天

秤
や
薬
箱
、
文
化
人
と
の
書
簡
や
著

書
な
ど
、
通
泰
が
生
涯
を
か
け
て
取

り
組
ん
だ
研
究
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

　
還
暦
を
迎
え
た
通
泰
は
、
医
業
を

廃
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
文
学
や

史
学
の
研
究
に
専
念
し
、
『
万
葉
集

新
考
』
完
成
後
は
、
『
播
磨
国
風
土

記
新
考
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
「
風

土
記
」
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
通
泰
は
、
７６
年
の
生
涯
の
う
ち
、

最
も
長
い
時
間
を
歌
学
の
研
究
に
費

や
し
ま
し
た
。
歌
人
で
あ
る
松
波
遊

山
に
師
事
し
、
森
　
外
や
山
県
有
朋

ら
と
と
も
に
歌
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

歌
人
と
し
て
の
才
能
が
認
め
ら
れ
、

御
歌
所
寄
人
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、

宮
中
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。 

　
４２
歳
の
時
、
好
き
な
南
天
に
ち
な

み
、
号
を
「
南
天
荘
」
と
定
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
南
天
荘
同
人
会
」

を
発
足
し
、
通
泰
は
、
門
人
た
ち
へ

歌
の
指
導
や
『
万
葉
集
』
な
ど
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。 

　
福
崎
町
で
は
、
柳
田
國
男
の

功
績
を
生
か
し
、
日
本
民
俗
学

の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
、

日
本
民
俗
学
会
の
研
究
奨
励
賞

に
副
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
賞
は
、
３５
歳
未
満
の
次
世
代

の
民
俗
学
を
担
う
若
手
研
究
者

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
今
年
は
、
戸
邉
優
美
さ
ん
の

論
文
「
女
性
集
団
の
公
的
側
面

―
女
講
中
の
婚
礼
関
与
を
中
心

と
し
て
―
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
１
日
（
土
）
、
千
葉
商
科
大

学
で
開
催
さ
れ
た
年
会
に
お
い

て
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

受賞論文は、柳田國男記念館と情報公
開コーナー（役場・図書館・八千種研修
センター）で閲覧できます。 

日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞 

開催中 

南天荘文庫資料が、福崎に里帰り。 
この機会をお見逃しなく！ 
会　　場：柳田國男・松岡家記念館 
休 館 日：月曜日、祝日の翌日 
開館時間：９：００～１６：３０ 

いよいよ 
　１１月２７日（日）まで！ 

『万葉集新考』個人蔵 

２．天秤 

４．井上眼科医院広告 
『トラホーム物語』より 

『播磨国風土記新考』 

３．「南天荘」扁額 

１．薬箱 

＊１～４は姫路文学館蔵 

　
短
冊
　
個
人
蔵 

▲ 

通泰の蔵書や資料を保管した 
南天荘文庫（福崎町南田原） 

み
ち
や
す 

お
う
が
い 

ま
つ
な
み 

ゆ 

さ
ん 

や
ま
が
た
あ
り
と
も 

お
う
た
ど
こ
ろ
よ
り
う
ど 

て
ん 

び
ん 

受賞者の戸邉さん（右）と　寄教育長 



〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

井
上
通
泰
と
南
天 

１５ 

『南天荘同志写真帖』 
（個人蔵） 

　
赤
い
実
を
た
わ
わ
に
垂
ら
し
、

冬
枯
れ
の
庭
に
彩
り
を
添
え
て
く

れ
る
植
物
、
南
天
。「
ナ
ン
テ
ン
」

と
い
う
音
が
、「
難
転
」
つ
ま
り
「
難

を
転
ず
る
」
に
通
じ
る
た
め
、
古

く
か
ら
縁
起
物
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。 

　
井
上
通
泰
は
、
南
天
を
こ
と
さ

ら
に
愛
し
、〈
南
天
荘
〉
と
い
う
号

を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
「
号
」

と
い
う
の
は
、
文
人
や
書
家
、
画

家
な
ど
が
創
作
活
動
を
行
う
際
に

用
い
る
別
名
の
こ
と
で
す
。（
弟

の
松
岡
輝
夫
も
、
画
家
と
し
て 

「
松
岡
映
丘
」
を
名
乗
っ
て
い
ま

す
ね
。
） 

　
今
回
は
、
通
泰
と
南
天
に
つ
い

て
、
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
通
泰
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
南
天

が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

を
示
す
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。
通
泰
が
岡

山
に
赴
任
し
て
い
た
時
の
こ
と
。

時
折
、
故
郷
の
井
上
家
に
帰
省
す

る
と
、
そ
の
噂
を
聞
い
た
人
た
ち

が
、
偉
い
先
生
に
一
度
診
察
し
て

も
ら
お
う
と
、
大
勢
押
し
か
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど

南
天
を
集
め
た
い
と
思
っ
て
い
た

通
泰
は
、
一
計
を
案
じ
ま
す
。
下

男
を
通
じ
て
、
診
察
を
受
け
た
け

れ
ば
、
南
天
を
１
本
持
参
す
れ
ば

よ
い
、
と
い
う
話
を
広
め
さ
せ
た

の
で
す
。
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
、
林
が
で
き
る
ほ
ど
の
南
天

が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。（
『
南
天

荘
同
人
会
会
報
』） 

　
そ
ん
な
通
泰
が
〈
南
天
荘
〉
を

名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明

治
４０
年
（
１
９
０
７
）
の
こ
と
。

そ
れ
以
前
は
、
短
い
期
間
な
が
ら
、

〈
城
南
荘
〉
と
い
う
号
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
も
と
も
と
、
通
泰
は
号
を
用
い

る
こ
と
を
好
ま
ず
、
歌
を
詠
む
と

き
も
本
名
を
名
乗
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
歌
人
と
し
て
活

躍
す
る
中
で
、
本
名
を
使
う
と
堅

苦
し
く
な
る
場
合
や
、
不
便
な
場

合
が
あ
る
た
め
、
必
要
な
と
き
に

限
っ
て
〈
城
南
荘
〉
を
使
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。 

　
明
治
３５
年
に
岡
山
医
専（
岡
山

大
学
医
学
部
の
前
身
）を
辞
し
た

通
泰
は
、
上
京
し
、
東
京
市
麹
町

区
内
幸
町（
現
在
の
東
京
都
千
代

田
区
）で
眼
科
医
院
を
開
業
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
も
と
も
と
近
衛

公
爵
の
居
宅
で
、
か
つ
て
は
「
城

南
荘
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
通
泰
は
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
場
所
に
ち
な
ん
で
、
〈
城
南

荘
〉
と
名
乗
っ
て
い
た
の
で
す
。 

　
そ
の
後
、
家
の
号
と
し
て
、〈
南

天
荘
〉
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
通

泰
は
、
そ
の
旨
を
伝
え
る
手
紙
を

知
人
や
門
人
に
宛
て
て
い
ま
す
。

そ
の
文
面
に
は
「
此
度
愛
ス
ル
所

ノ
植
物
ノ
名
ニ
ヨ
リ
テ
南
天
荘
ト

号
ス
ル
」
と
あ
っ
て
、
通
泰
の
南

天
へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（『
南
天
荘
歌
話
』） 

　
こ
れ
以
降
、
通
泰
の
居
宅
は 

〈
南
天
荘
〉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
通
泰
も
ま
た
、
昭
和
１６
年

（
１
９
４
１
）
に
亡
く
な
る
ま
で
、

こ
れ
を
自
身
の
号
と
し
て
使
い
続

け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
通
泰
の
遺
品
の
中
に
は
、

松
岡
映
丘
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い

う
、
南
天
を
あ
し
ら
っ
た
徳
利
と

盃
が
残
っ
て
い
ま
す
。
酒
を
好
ん

だ
通
泰
に
と
っ
て
、
こ
の
徳
利
で

飲
む
酒
は
、
ま
た
格
別
な
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
い
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
本

の
装
丁
や
身
の
回
り
の
小
物
に
も
、

南
天
の
図
柄
を
使
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
最
後
に
、
通
泰
の
歌
を
一
首
、

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
大
正
１３
年 

（
１
９
２
４
）に
、
「
南
天
」
と
い

う
題
で
詠
ま
れ
た
長
歌
で
す
。 

         

　
閑
静
な
場
所
に
、
書
物
を
読
む

た
め
の
小
さ
な
庵
を
作
り
、
そ
こ

に
南
天
の
木
を
五
百
本
ほ
ど
も
植

え
よ
う
、
と
い
う
望
み
を
抱
い
た

の
は
、
ま
だ
若
い
、
男
盛
り
の
こ

ろ
だ
っ
た
、
と
い
う
意
の
歌
で
す
。

大
好
き
な
南
天
に
囲
ま
れ
て
、
静

か
に
本
を
読
む
生
活
こ
そ
が
、
通

泰
が
理
想
と
す
る
環
境
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
実
際
に
通

泰
が
暮
ら
し
た
家
に
は
、
多
く
の

南
天
が
茂
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で

開
催
中
の
「
井
上
通
泰
展
」
は
、

１１
月
２７
日
ま
で
で
す
。
歌
を
詠
み
、

歌
を
愛
し
、
南
天
を
愛
し
た
眼
科

医
を
訪
ね
て
、
記
念
館
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。 

し
づ
か
な
る
処
も
と
め
て 

書
よ
ま
む
小
庵
を
つ
く
り 

わ
が
好
む
南
天
の
木
を 

ひ
ろ
庭
に
五
百
ち
ば
か
り
も 

う
ゑ
て
む
と
ね
が
ひ
そ
め
し
は 

ゆ
く
末
の
ま
だ
と
ほ
か
り
し 

男
ざ
か
り
に
し
て 

第２３話 

徳利と盃 
（姫路文学館蔵） 

う
ち
さ
い
わ
い 

こ
の
え 

と
っ
く
り 

さ
か
ず
き 

い
お
り 

こ
の
た
び 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２８
年
１１
月
４
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

70
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　川　川 
バス停バス停 
　川 
バス停 
　
川
信
号 

　
三
木
家
住
宅
は
、
姫
路
藩
の
大

庄
屋
と
し
て
地
域
の
政
治
と
文
化

の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
柳
田
國

男
や
「
銀
の
馬
車
道
」
と
の
縁
も

深
い
建
物
で
す
。
今
回
は
、
自
然

歩
道
を
歩
こ
う
大
会
の
開
催
に
あ

わ
せ
て
臨
時
公
開
し
ま
す
（
建
物

内
部
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
）。 

日
時
　
１１
月
２３
日
（
水
・
祝
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時
３０
分 

場
所
　
西
田
原
１
１
０
６ 

※
申
込
は
不
要
で
す
。 

（
社
会
教
育
課
） 

県
指
定
文
化
財
　
三
木
家
住
宅
を
臨
時
公
開
！ 

　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
歴
史
遺

産
を
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
未
来
へ

守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

１１
月
は 

文
化
財
保
護 

強
調
月
間
で
す 

町指定文化財 
石造地蔵菩薩像（田口・金剛城寺） 

１６ 

企画展「ちょっとなつかしい 昭和３０年代くらしの風景」 

会　　場　歴史民俗資料館 

開館時間　９:００～１６:３０ 

入 館 料　無料 

休 館 日　月曜日、祝日の翌日 

町制６０周年を記念
し、なつかしい昭
和３０年代の居間を
再現。当時の写真
も展示しています。 

福崎町制６０周年記念 
井上通泰生誕１５０年記念 福崎町文化財フォーラム 

福崎町と『播磨国風土記』 
～古代の地名が語るふるさと福崎の魅力～ 

　１３００年前の記憶を伝える歴史文化遺産『播磨国風土

記』をみなさんに知っていただくため、文化財フォー

ラムを開催します。 

日　時　１１月２６日（土）１３：３０～ 

場　所　エルデホール 　イベントホール 

内　容　第４回柳田國男ふるさと賞受賞者発表 

　　　　シンポジウム 

【ホワイエでの展示】 

　『播磨国風土記』パネル展 

　柳田國男ふるさと賞受賞作品展 

主　催　福崎町文化遺産活性化実行委員会 

（社会教育課） 

参加無料 
申込不要 

はり まの くに ふ ど き 



町
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
！ 

「
福
崎
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
、

聞
き
た
い
こ
と
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選

ん
で
い
た
だ
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん

が
主
催
す
る
会
場（
町
内
に
限
る
）に
、

町
職
員
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。 

　
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
１０
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

３０
分
ま
で
の
間
で
、
２
時
間
以
内
と

し
ま
す
。
な
お
、
開
催
日
は
、
年
末

年
始
・
盆
を
除
き
、
平
日
・
休
日
を

問
い
ま
せ
ん
。 

　
代
表
者
は
開
催
し
よ
う
と
す
る
日

の
１４
日
前
ま
で
に
申
込
書
を
役
場
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

担
当
課
と
調

整
の
う
え
、

代
表
者
に
通

知
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、

総
務
課
（
内

線
２
２
３
）

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

１. わがまちガイド 
　　町の施設をご案内！ 

２. 通訳派遣（英語） 
　　英語の通訳を派遣します 

３. 選挙制度 
　　町長選挙、町議会議員選挙のしくみ 

７. 私たちの税金 
　　町税のしくみ 

８. 住民税について 
　　町県民税の賦課について 

９. 申告について 
　　確定申告の書き方について 

10. 自律（立）のまちづくりに 
　　ついて 
　　参画と協働による地域づくり 

　　の概要説明・事例紹介 

11. 福崎町の特産｢もちむぎ麺｣ 
　　もちむぎ麺をはじめとするもち 

　　むぎ商品等のPRともち麦の説明 
12. 福崎町の観光 
　　福崎町の観光資源や歳時記に 

　　ついて 

13. 悪質商法にご用心 
　　悪質商法の手口、対処方法について 

20. 国保を正しく知ろう 
　　国民健康保険制度の概要について 

21. 医療制度について 
　　医療制度（後期高齢者医療制度含 

　　む）の概要について 
22. 介護保険制度について 
　　介護保険制度の概要について 

23. このまちでいつまでも自分らしく 
　 暮らすために 
　　介護予防サービスの紹介や高齢者 

　　の自立を支援する方法等について 

24. 巡回バスにのってみよう 
　　巡回バスの利用方法や試乗 

25. 心と体の健康づくり講座 
　　乳幼児から高齢者まで各世代にお 

　　ける健康づくりについて 

26. みんなで食育 
　　福崎町食育推進計画について 

50. 学ぼう集う文化センター 
　　各種講座の案内、施設の見学 

41. 議会の役割と仕組み 
　　議員定数、議会活動、委員会活動 

42. 請願と陳情 
　　請願手続きと陳情 

43. 学校ENGLISH（イングリッシュ） 
　　ALＴ（小・中学校英語指導補助員）の活用による国際理解 

44. 学校教育のあれこれ 
　　就学援助制度・教育事業の紹介、Q＆Ａ 

45. 子ども子育て支援新制度について 
　　保育所、幼稚園、認定こども園、子育て支援制度 

27. 農業施策について 
　　人・農地プラン、農地中間管理機構、日本型直 

　　接支払制度、経営所得安定対策について 

28. ほ場整備とむらづくり 
　　集落営農組織と農地の基盤整備を結びつけ、む 

　　らづくりに発展 

29. 土地のはなし 
　　土地の沿革、地租改正から地籍調査、里道・水路 

30. 土地改良施設管理 
　　ため池・井堰・農業用水路等の管理 

37. 水道水ができるまで（水と生活） 
　　福崎町の水道のしくみをお話します 

38. 公共下水道のはなし 
　　下水道の役割 

39. 浸水対策について 
　　雨水排水計画の説明 

40. 新しくなった配水池 
　　H27年3月に完成した「山崎配水池」について 

　　説明します 

31. 道路管理について 
　　道路の維持修繕対策・交通安全対策・占用と許可など 

32. 道路事業・計画について 
　　幹線道路の調査、計画から完成までの道路事業の 

　　流れ、進め方 

33. 河川利用と河川の役割について 
　　治水・利水・環境に関する河川の役割と河川の利 

　　用について 

34. 公共事業の用地買収について 
　　公共事業用地取得における考え方と流れなど 

35. 都市計画のはなし 
　　福崎町の都市計画・まちづくりの手法について 

36. 建築物の安全性について 
　　家を建てるときに注意すべきことについて紹介、 

　　建築基準法の趣旨及び簡易耐震診断、耐震改修促 

　　進事業の説明 

51. おはなし会 
　　地域の民話や伝承を、手づくりの紙芝居や語りを行う 

52. 図書館を楽しもう 
　　図書館を見学してもらい、いろいろな楽しみ方・ 

　　利用方法などを紹介する 

53. エルデホールってどんなところ？ 
　　ホール内の施設案内・見学をしてもらい、ホールを 

　　身近に感じてもらう 

58. 柳田國男とその兄弟 
　　柳田國男と松岡家の功績を紹介する 

54. エンジョイ、ニュースポーツ 
　　グラウンドゴルフ、インディアカ、囲碁ボール、 

　　手作りレクリエーションゲーム等 

55. 心と体の健康づくり運動 
　　誰でもできる健康体操、簡単筋肉トレーニング他 

56. 歴史を体験しよう 
　　まが玉づくり、土器づくりの体験講座です 

57. 古代食を作ろう 
　　縄文クッキーなどの古代食を作って食べることに 

　　より、古代人の知恵と工夫を学びます 

４. 私のまちの家計簿 
　　福崎町の財政状況について 

５. まちの将来のすがた 
　　福崎町総合計画について 

６. 統計から見るまちのすがた 
　　各種統計で比較した福崎町のすがた 

14. 住民基本台帳、戸籍のはなし 
　　住基、戸籍の届出について 

15. 町営（公営）住宅の管理と運営 
　　入居基準、管理基準等について 

16. 国民年金のしくみ 
　　簡単なしくみの説明 

17. ごみの分別とごみの行方 
　　出されたごみがどのように処理され、または 

　　分別されてリサイクルされているのか 

18. 公害の防止について 
　　公害対策の取り組みについて 

19. 大雨･地震への備え 
　　地域防災の強化のために 

46. 文化めぐりin福崎町 
　　地元の文化財、文化施設、人物な 

　　どをいっしょに検証する 

47. 大地に埋もれた歴史 
　　考古資料を使って、身近な歴史を 

　　見る・触れる・考える事によって 

　　わかりやすく理解する 

48. みんなで考えよう人権と 
　 青少年問題 
　　ともに明るく生きる社会をめざして！ 

49. 男女共同参画ってなんだろう？ 
　　福崎町男女共同参画基本計画について 

１７ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町農業委員会では、８月２９日・３０日の２日間、町内全域を各委員
の担当地域ごとの４班に分かれ、農地パトロールを行いました。 
　現地調査を行うと、今年度、新たに遊休農地になったものもあれば、
昨年度、遊休農地であったものが、保全管理や営農再開をさ
れているものもありました。 
　９月の農業委員会総会で検討・確認を行った結果、遊休農
地面積は約９.４ha・１１７筆（昨年度１０.２ha・１１５筆）となり
ました。対象となる所有者等には「利用意向調査書」を送付
する予定です。 
　農地を管理しないまま放置すると、周辺の農地や住民に迷
惑がかかりますし、固定資産税が課税強化になる場合もあり
ます。草刈りなどの保全管理を行うか、営農組織や担い手に
貸し出して耕作してもらうなど、農地を適正に管理してくだ
さい。 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

農地パトロールを実施しています 

１８ 

　いよいよもち麦の種まきが始まります。種ま

きは、早すぎても遅すぎても、病気が発生しや

すくなるので、ちょうど良い時期に種まきをす

ることがとても重要です。種をまいてから、だ

いたい２週間で芽が出てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　今年は６つの営農組合と５人の認定農業者が、

５０ヘクタールの田んぼでもち麦を栽培します。 

食 育 通 信 
～田原小学校の取り組み～ 

たべものについて知ろう！ 
　田原小学校の２年生が、

栄養教諭の授業で食べ物

についてたくさんのこと

を教えてもらいました。 

　食べ物は、大きく分け

ると、赤・黄・緑の３色

に分けられ、それぞれが大切な働きをしていること、

給食は、３つの栄養素がバランスよく摂れ、おいしい

旬の食べ物が食べられるよう考えられていることなど

を教えてもらいました。 

　その後、その日の給食の材料の冬瓜を見せてもらい、

子どもたちは、その大きさや中身、栄養素の種類に驚

き、緑の栄養素の大切さについても深く理解できまし

た。最後に、食事のマナーについても学び、給食や材

料について、さらに興味を持つようになりました。 

　その日の給食は、子どもたちはご飯一粒も残さず食

べ、食器もきれいに片づ

けていました。子どもた

ちにとって、食べ物の大

切さを実感できた一日で

した。 

もち麦栽培 Map



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１１月１５日（火）・１２月２０日（火） 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
１１月１０日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、
うんどうあそびなどのおんがくあそびをします。 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
１２月１日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターな
どを通して、ことばやおはなしの世界を広げましょう。 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

日時　１２月３日（土）９:００～１５:００（受付１２：００まで） 

場所　文化センター　小ホール 

講師　西部子育て学習センタースタッフ 

材料費　原板代　大２２×３０cm　９３０円 

　　　　　　　　小１８×１８cm　４６５円 
　　　　※講座当日、おつりのないようにご持参下さい。 

申込　１２月２日（金）までにともだちひろばへ 

～オリジナルの木製パズルを　　　　　　 
　　お子さんにプレゼントしませんか？～ 

日　程 

１１月４日（金） 

１１月１１日（金） 

１１月１４日（月） 

１１月１７日（木） 

１１月２６日（土） 

１１月２８日（月） 

実施場所 日　程 

１２月２日（金） 

１２月５日（月） 

１２月６日（火） 

実施場所 

神谷公民館 

田尻公民館 

加治谷公民館 

西光寺公民館 

八反田公民館 

福田公民館 

八千種幼児園 

田口公民館 

南大貫公民館 

※時間　１０：００～１１：００ 
※どこの公民館にもご参加 
　いただけます 

☆にこにこひろばでクリスマス☆ 

人形劇を親子でいっしょに楽しみましょう 

『人形劇公演』井出るみ子さん 

日時　１２月８日（木）　１０：００～１1：００ 

場所　にこにこひろば 

対象　未就園の子どもとその保護者 

定員　３０組（先着順） 

☆おひさまらんどでクリスマス☆ 
“クリスマスオーナメント”を作ったり、クリ

スマス会を楽しみましょう。 

日時　１２月１２日（月）・１３日（火）・１６日（金） 

　　　１０：００～１１：３０ 

場所　おひさまらんど 

対象　未就園の子どもと 

　　　その保護者 

定員　各日とも１０組（先着順） 

※申し込みは、１１/１０（木）からおひさまらんどで受け付けます。　※どちらか１カ所 

１９ 



２０ 

　３年連続で開催した「カラオケふくさき紅白歌合戦」
を今年度は新たに「ふくさき紅白歌合戦」として開催
します。カラオケでの参加だけではなく、アコーステ
ィックギターやピアノ演奏による熱唱やコーラス、ア
カペラでの参加が可能となりました！あなたの歌声や
ダンスをエルデホールのステージでぜひご披露くださ
い。家族や友人、職場の仲間でお誘い合わせの上、ど
うぞふるってご応募ください。 
日時　平成２９年２月１２日（日）１３：００～１６：００ 
会場　エルデホール　メインホール 
内容　紅組（女性）と白組（男性）に分かれて歌やパフ

ォーマンスの総合得点等を競う団体戦。 
　　　（1組1曲、２コーラス、約３分） 
出場資格　町内に在住・在学・在勤で小学生以上の方

（小・中学生は保護者の同意が必要） 
対象曲　カラオケで参加される方は通信カラオケ

DAMに登録のある曲 
　　　　※重複の場合は後日抽選 
募集定員　紅組・白組　各１５組程度 
　　　　　（原則１組５名まで。マイクは３本まで。） 

※定員超過の場合は後日抽選。 
※抽選会は１２月１１日（日）１４：００～ 
※年代構成やジャンル、参加回数を考慮す
る場合があります。 

参加費　１組１,０００円（高校生以下は無料） 
　　　　※出場確定後、お支払いいただきます。 
申込方法　社会教育課、エルデホール、文化センター

で配布する出場申込書に必要事項を記入し、
持参してください。 

申込期間　１１月３０日（水）まで 
その他 
○出場者は、町内広報やチラシに名前が記載される
ことがありますのでご了承ください。 
○舞台転換の都合上バンドでの演奏はできません。 
主催　ふくさき紅白歌合戦実行委員会 
共催　福崎町・福崎町教育委員会 
申し込み・問い合わせ先　エルデホール（　２３－１６５５） 
　社会教育課（内線２５７）　文化センター（　２２－３７５５） 

入場無料 

平成28年度 
神戸医療福祉大学 

公開講座 

平成28年度 
神戸医療福祉大学 

公開講座 

場所　神戸医療福祉大学　Ｂ棟８階 
時間　１１：００～１２：１０（受付１０：３０～） 
定員　１００人 
アクセス　福崎駅からスクールバス利用可 
　　　　　（１０：２５発・無料）　駐車場完備 
申込方法　ＨＰ、電話またはメールで、氏名・

参加希望日・人数・交通手段をご連
絡ください。 

問い合わせ先 
　学生課　　２２－５１２５ 
　ホームページ http://www.kinwu.ac.jp 
　Eメール gakuseibu@sw.kinwu.ac.jp

１１月１６日 
（水） 

遠 藤 正 雄  
（教授） 

曖昧な認知 
～あなたの記憶力を測ってみましょう～ 

「迷惑をかけたくない」気持ちと 
「無縁社会」 

柳田國男を読んでみませんか？ 

柴 崎 　 建 
（教授） 

足 立 泰 紀  
（教授） 

１１月３０日 
（水） 

大衆社会のゆくえ 
～オルテガの思想を手がかりにして～ 

長谷川貴士 
（教授） 

１２月１４日 
（水） 

１２月７日 
（水） 

日程 講師 テーマ 

受講料 
無料 

◆エルデホールの休館日 
　【１１月の休館日】３日（木）・１０日（木）・１７日（木）・２４日（木） 
　【１２月の休館日】１日（木）・８日（木）・１５日（木）・２２日（木） 
　　　　　　　　　２９日（木）・３０日（金）・３１日（土） 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

　クリスマスや、お正月の集いなど、年末年始は

なにかとあわただしい時期。予想外のお客様の訪

問にあわてておもてなし料理を考えたり…という

ことも。そんな忙しい年末年始にお役立ちの料理

を学びます。 
 

日　時　１２月４日（日） 

　　　　１０：００～１３：００ 

会　場　生活科学センター 

講　師　平田千代美さん 

参加費　材料費２００円程度 

定　員　３５人（先着順） 

申込先　生活科学センター 

　　　　　２２－４９７７（月曜休館） 

持参物　エプロン・三角巾・筆記用具 

共　催　消費者の会 

年末年始の 
おもてなし和食教室 

生活科学
教室 

公開講座
 

（注）写真は昨年のものです。 



２１ 

日　　時　１２月３日（土）１０：００～（受付９：３０～） 
　　　　　※小雨決行 
集合場所　姫路市農業振興センター 
　　　　　（姫路市山田町多田１１７４－４７） 
参 加 費　無料 
募集人員　２００人 
コ ー ス　姫路市農業振興センター→小林伝統製瓦
所→三上参次生誕の地→渡し場跡→正八幡神社（昼
食・休憩）→糠塚→八幡遺跡→人参役所→長池→
河合寸翁紀功碑→奥池→姫路市農業振興センター
（約９㎞） 
そ の 他　①昼食は各自用意（豚汁無料配布） 
　　　　　②駐車場あり 
申込方法　所定の申込書、ハガキ、ファックス、
メールでの申込。参加者全員の住所・氏名・年齢・
電話番号を記載してください。 
　※代表者に○を付けてください。 
　（案内は代表者にのみ送付します。） 
締　　切　１１月２２日（火） 
申込・問い合わせ先 
○西光寺野土地改良区 
　〒６７９－２２０３　福崎町南田原２１３１ 
　　・FAX ２２－００３６ 
　E-mail：saikoujino@nifty.com 
○農林振興課（内線３１１）※問い合わせのみ 

第14回 

将棋大会  参加者募集!!将棋大会  参加者募集!!

伊勢大神楽がやってくる！ 伊勢大神楽がやってくる！ 

　「第３６回福崎町子ども会少年少女将棋大会」を開
催します。みなさんの参加をお待ちしています。 
日時　１２月４日（日）　９：３０～ 
場所　文化センター　小ホール 
部門　小学生低学年の部（１～３年） 
　　　小学生高学年の部（４～６年） 
申込方法　所定の用紙に必要事項を記入のうえ、 
　　　　　１１月２５日（金）までに文化センターへ。 
申込・問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

主な曲目（※変更になる場合があります。） 
♪帰れソレントへ 
♪フニクリ・フニクラ 
♪君と旅立とう（タイム・トゥ・セイ・グッバイ） 
♪サンタ・ルチア 
♪オ・ソーレ・ミオ（私の太陽よ！）　ほか 

日時　１１月１９日（土）１４：００～１５：３０（１３：３０開場） 
場所　エルデホール　メインホール 
出演　カンツォーネ・ダ・KOBE　　入場　無料 
 
 
 
 
 
 
 

 
　イタリア大衆歌曲のコンサートです 
 
 
 
 
 

 
問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

県民芸術劇場 
「男声歌手たちが熱唱する魅惑のカンツォーネ」 

　国指定重要無形文化財の伊勢大神
楽が今年も福崎町にやって来ます。
あでやかな獅子舞や、傘まわし・皿
まわしなどの曲芸をぜひご覧ください。 
日時　１１月１２日（土）　１０：３０～１１：３０ 
会場　柳田國男記念館前広場 
問い合わせ先 
　柳田國男・松岡家記念館（　２２－１０００） 

　福崎町の豊かな自然と歴史が調和した自然歩道
を散策し、深まりゆく秋の一日を過ごしませんか。 
 
 
 
 
 
 
 
日　　時　１１月２３日（水・祝）８：００受付開始 
集合場所　田原小学校グラウンド（小雨決行） 
参 加 費　２００円 
事前申込　１１月１８日（金）まで 
申込方法　電話かＦＡＸで、参加者全員の氏名・
住所・性別・年齢・電話番号・参加コースをお
知らせください。 
　○当日申し込みも可能です。 
　○未就学児は保護者同伴でお願いします。 
申込・問い合わせ先 
　　　　　　住民生活課（内線３７３）FAX２２－５９８０ 

〈第27回〉 

コース 

のんびりコース 

ファミリーコース 

健脚コース 

距離 

約８km 

約１２km 

約２０km

みどころ 

柳田國男生家・神積寺 

日光寺山　　　　　　 

春日山　　　　　　　 

※どのコースも「学問成就の道」を通り、　川山山頂に 
　ある「望郷の丘」からの展望をお楽しみいただけます。 

町制６０周年記念 



お知らせ 

information

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

一
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は 

　
１１
月
１５
日（
火
） 

　
２
月
２１
日（
火
） 

★
年
末
・
年
始
の
休
館
日 

１２
月
２９
日（
木
）〜
１
月
４
日（
水
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。
（
平
成
２９
年
２
月
中
の
利

用
は
１２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

高
年
齢
者
就
職
面
接
会 

‐生
涯
現
役
を
目
指
し
て
‐ 

　
姫
路
市
を
中
心
と
し
た
播
磨
地

域
の
事
業
所
と
、
比
較
的
募
集
年

齢
の
高
い
職
種
を
希
望
す
る
求
職

者
を
一
堂
に
会
す
る
「
高
年
齢
者

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
参
加
予
約
や
参
加
料
は
不
要
で

す
。
履
歴
書
持
参
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。   

日
時
　
１１
月
２９
日（
火
） 

　
　
　
１３
時
４５
分
か
ら 

　
　
　（
受
付
１３
時
３０
分
〜
１５
時
） 

会
場
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
「
鳳
凰
の
間
」 

参
加
企
業
　
マ
ン
シ
ョ
ン
・
施
設

管
理
、
警
備
、
調
理
、
清
掃
職

な
ど
約
４０
社
（
予
定
） 

対
象
者
　
概
ね
５５
歳
以
上
で
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い

る
求
職
者 

問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
職
業
相
談
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
１ 

  「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
か
は

り
ま
」
公
開
ガ
ー
デ
ン
募
集 

　
個
人
宅
や
事
業
所
の
庭
園
等
を

特
定
の
期
間
、
一
般
公
開
す
る
オ

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
公
開
ガ
ー
デ

ン
を
募
集
し
ま
す
。 

開
催
期
間
（
平
成
２９
年
） 

①
４
月
２１
日（
金
）〜
２３
日（
日
） 

②
５
月
１９
日（
金
）〜
２１
日（
日
） 

※
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

募
集
要
件
　
神
崎
郡
及
び
姫
路
市

に
お
い
て
個
人
、
事
業
所
、
団

体
等
が
管
理
し
、
公
開
期
間
中

に
無
料
で
一
般
開
放
で
き
る
庭

園
や
花
壇 

募
集
期
間
　
１２
月
２
日（
金
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
市
公
園
緑
地
課 

　
０
７
９
・
２
２
１
・
２
４
１
２ 

（
住
民
生
活
課
） 

     

企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内 

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
が
運
営
す
る
企
業
共
済
制
度
を

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
利
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
商
工
会
、
青
色

申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
な

ど
の
窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。 

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度 

　
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事

業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備

え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備

し
て
お
く
「
小
規
模
企
業
の
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
で
す
。

掛
金
が
所
得
控
除
と
な
る
た
め
節

税
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

◆
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
） 

　
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て

し
ま
っ
た
時
に
資
金
を
借
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
無
担

保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立
て
た

掛
金
の
１０
倍
の
範
囲
内
（
最
高
８

千
万
円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済

金
が
借
入
れ
可
能
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
０
５
０
・
５
５
４
１
・
７
１
７
１ 

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時 

土
曜
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

  

姫
路
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

○
年
末
調
整
説
明
会
の
開
催 

　
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、

平
成
２８
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か

た
や
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。 

持
参
い
た
だ
く
も
の 

姫
路
税
務
署
か
ら
送
付
す
る
説
明

会
資
料 

             

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
税
務
署 

　
０
７
９
・
２
８
２
・
１
１
３
５ 

２２ 

　
小
学
校
・
認
定
こ
ど
も
園
・
子

育
て
支
援
施
設
及
び
学
童
保
育
園

に
、
絵
本
「
か
っ
ぱ
の
ガ
タ
ロ
ウ

と
ガ
ジ
ロ
ウ
」
３０
冊
を
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

寄
附
者 

　
株
式
会
社
マ
ル
フ
ク 

　
代
表
取
締
役
社
長
　
後
藤
雅
一
様 

         

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
学
校
教
育
課
） 

寄
附
の
お
礼 

お
お
む 

日　時 会　場 

１１月２２日 
（火） 

１３：３０～　 
　　１５：３０ 

１０：００～　 
　　１２：００ 

１３：３０～　 
　　１５：３０ 

１１月２４日 
（木） 

エルデホール 

姫路市　　　 
文化センター 

税について＼ちょっと／考えてみよう！ 
税を考える週間 １１月１１日-１１月１７日 
国税庁のホームページでは「国税庁の取り組み」や 
「税に関する情報」を紹介しています。　　　　　　 

ドラマ仕立ての動画で紹介 

イラストで紹介 

マイナンバー制度についても紹介中 

税を考える週間 国税庁 検索 



ス
ポ
ー
ツ 

２３ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

「
２
０
１
６
年
度
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
フ
ェ
ス
タ
」
参
加
募
集
！ 

日
時
　
１２
月
４
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
２
体
育
館 

チ
ー
ム
構
成
　
６
人
制
。
男
子
２

人
以
下
、
女
子
４
人
以
上
で
チ

ー
ム
を
構
成 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

　
　
　
　
（
大
会
当
日
に
徴
収
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
１１
月
２７
日

（
日
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
事
務
所
ま
た
は
協
会
役
員

へ 

※
詳
し
く
は
協
会
　
大
杉
（
　
２２

・
３
２
３
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
３５
・
８

７
７
１
）
へ 

「
第
２６
回
福
崎
町
６
人
制
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
開
催 

　
９
月
２５
日
開
催
の
大
会
に
は
、

７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

優
勝
　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ 

ごみステーションの 
適正な利用にご協力を！ 
ごみステーションの 

適正な利用にご協力を！ 
　最近、ごみステーションに分別されていないごみ
の排出や不法投棄が相次いでいます。他市町のごみ
袋での排出や、居住地区外へのごみ排出に関する苦
情も寄せられています。  

ごみは指定されたごみステーションに　　　 
　　　朝８時３０分までに　　　　　　　　　 
　　　排出のルールを守って出してください。  
　ルールが守られていないごみは回収せず、写真の
ように張り紙をして残しています。出したごみが残

っていた場合は、正しく
分別して決められた収集
日に出しなおしてくださ
い。 

（住民生活課　内線３７２） 

県
立
但
馬
技
術
大
学
校 

平
成
２９
年
度
生
募
集 

募
集
学
科 

《
２
年
制
》 

・
建
築
工
学
科 

・
自
動
車
工
学
科 

・
機
械
工
学
科 

《
１
年
制
》 

・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

試
験
区
分 

・
一
般
入
校
試
験 

試
験
日
　
１１
月
２６
日（
土
） 

募
集
期
間 

　
１１
月
９
日（
水
）〜
１８
日（
金
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校 

　
０
７
９
６
・
２４
・
２
２
３
３ 

 

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

平
成
２９
年
度
生
募
集 

募
集
コ
ー
ス 

住
宅
系 

・
住
宅
設
備
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
木
造
建
築
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

機
械
系 

・
機
械
加
工
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー
ス
　
１０
人 

金
属
系 

・
溶
接
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
１５
人 

・
金
属
塗
装
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
も
の
づ
く
り
複
合
コ
ー
ス
　
１０
人 

訓
練
期
間
　
１
年
間
（
平
成
２９
年

４
月
〜
平
成
３０
年
３
月
） 

対
象
者 

・
高
等
学
校
等
新
規
学
卒
者 

・
１８
歳
以
上
の
求
職
者 

※
も
の
づ
く
り
複
合
コ
ー
ス
は
１５

歳
以
上
の
求
職
者 

出
願
期
間 

　
１１
月
２１
日（
月
）〜
１２
月
８
日（
木
） 

選
考
日
　
１２
月
１６
日（
金
） 

選
考
内
容
　
面
接
、
学
力
試
験 

授
業
料
　
無
料
（
諸
経
費
４
万
円

程
度
・
検
定
受
験
料
等
必
要
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

　
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７ 

 

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校 

第
一
期
生
募
集 

　
森
林
林
業
に
関
す
る
専
門
知
識

を
学
ぶ
２
年
制
の
専
修
学
校
「
兵

庫
県
立
森
林
大
学
校
」
の
第
一
期

生
を
募
集
し
ま
す
。 

入
学
資
格
　
４０
歳
以
下 

※
平
成
２９
年
４
月
１
日
現
在
で
高

校
を
卒
業
し
た
人
（
見
込
み
含

む
） 

募
集
定
員
　
２０
人 

一
般
入
学
試
験
日
程 

【
第
一
回
】 

試
験
日
　
１２
月
１６
日（
金
） 

出
願
期
間 

　
１１
月
１７
日（
木
）〜
３０
日（
水
） 

※
消
印
有
効 

※
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留 

※
持
参
の
場
合
は
林
務
課
へ 

試
験
会
場 

　
兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

考
査
料
　
２
２
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
林
務
課 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
３
６
０
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
６
２
・
３
９
５
４ 

 

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
魅
力
発
信
事
業 

「
姫
路
公
演
」
の
お
知
ら
せ 

　
約
５
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
『
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
』
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
、
「
姫
路
公
演
」
を
行
い

ま
す
。 

日
時
　
平
成
２９
年
１
月
１４
日（
土
） 

　
　
　
１３
時
〜
１６
時 

　
　
　
（
１２
時
３０
分
受
付
） 

場
所
　
姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

入
場
料
　
無
料
（
自
由
席
） 

※
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
申
込

が
必
要
で
す
。 

募
集
定
員
　
３
５
０
人（
先
着
順
） 

応
募
期
間 

１１
月
２１
日（
月
）〜
１２
月
９
日（
金
） 

結
果
通
知
　
返
信
は
が
き
に
よ
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

淡
路
文
化
会
館 

淡
路
人
形
「
姫
路
公
演
」
係 

〒
６
５
６
・
１
５
２
１ 

淡
路
市
多
賀
６
０
０ 

　
０
７
９
９
・
８５
・
１
３
９
１ 

http://www.eonet.ne.jp/ awaji-cc/



寝
付
か
れ
ぬ
　

耳
に
や
さ
し
き
　

虫
の

声
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

点
滴
の
　

音
な
き
静
寂
　

虫
す
だ
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

山
あ
い
の
　

里
に
群
れ
咲
く
　

萩
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

無
縁
塚
　

覆
う
長
草
　

虫
す
だ
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

愚
痴
ひ
と
つ
　

ふ
と
漏
ら
す
老
い
　

秋

の
暮
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

里
の
空
　

ひ
る
が
え
り
去
る
　

秋
燕 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

落
ち
る
時
　

待
ち
し
葉
末
の
　

露
の
玉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

友
と
ゆ
く
　

楽
し
き
旅
路
　

秋
の
雲 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

石
け
り
を
　

す
る
少
年
ら
　

こ
ぼ
れ
萩 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

浮
き
雲
を
　

黄
金
に
染
め
し
　

今
日
の

月
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 
ゆ
っ
た
り
と
　

生
き
よ
と
言
わ
る
　

秋

の
暮
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

す
ぐ
散
る
と
　

解
か
り
し
萩
の
　

花
活

け
り
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

生
演
奏
　

耳
に
余
韻
の
　

秋
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

ぷ
っ
く
り
の
　

蕾
可
愛
や
　

桔
梗
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

日
の
落
ち
て
　

野
仏
囲
む
　

虫
し
ぐ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

仲
の
秋
　

銀
の
フ
ル
ー
ト
　

吹
く
少
女 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

乱
れ
萩
　

峠
へ
の
径
　

狭
く
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

伏
流
の
川
原
し
ろ
じ
ろ
乾
き
い
て
初
秋
き
び
し
き
旱
り
を
返
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

暑
き
日
を
鉢
に
た
え
た
る
鷺
草
の
ま
白
き
つ
ば
さ
揃
い
立
ち
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

蒲
の
繁
み
に
か
す
か
な
波
紋
ひ
ろ
が
り
ぬ
鴨
の
番
の
眠
り
は
浅
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

ひ
と
と
き
を
燃
え
た
る
雲
の
う
す
れ
ゆ
く
遅
き
歩
み
の
一
筋
の
道 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 
 

軍
手
脱
ぎ
差
し
出
す
両
手
に
受
く
ピ
ー
マ
ン
赤
き
が
光
る
朝
の
日
受

け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

降
り
出
せ
ば
喜
び
の
歌
雨
が
へ
る
前
栽
の
樹
々
も
悦
び
に
湧
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

ケ
ン
チ
ョ
ラ
イ
も
無
い
と
ふ
方
言
取
り
上
げ
て
ひ
と
刻
笑
ひ
抹
茶
頂

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

家
内
の
戸
障
子
あ
け
て
秋
風
を
と
う
せ
し
ひ
と
日
静
か
に
暮
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

裏
え
ん
に
朝
一
番
を
山
よ
り
の
緑
の
呼
気
の
部
屋
に
満
ち
く
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

中
継
の
京
都
五
山
の
送
り
火
に
た
か
ぶ
り
に
つ
つ
正
信
偈
あ
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

し
じ
ま 

な
が
ぐ
さ 

は
ず
え 

俳

句

会 

短

歌

会 

２４ 

「年末の交通事故防止運動」 

　年末は何かとあわただしく、忘年会などで飲酒

の機会が増え、交通事故が発生しやすい時期です。 

　事故を起こさないよう、事故にあわないよう、

十分に注意し、正しい交通マナーの実践を心がけ

てください。 
 

○飲酒運転は絶対しないでください。 

○自動車・自転車を利用される方は早めのライト

点灯を心がけ、歩行者は反射材などを身につけ

てください。 

○シートベルトは全席着用となっています。運転

者だけでなく、同乗者もシートベルトを着用し

てください。 

○チャイルドシートを正しく着用してください。 

○運転中に携帯電話を使用しないでください。 

第２回福咲婚　福崎町婚活応援 
心理ゲーム＆ワークショップ 

　日本一の成婚率・指導実績を誇る講師とともに
出会い力を引き出しましょう。参加は無料です。 
日　　時　１２月３日（土）１３：３０～１６：００（予定） 
　　　　　（１３：００～受付開始） 
会　　場　サルビア会館 
参加資格　２５～４０歳までの独身男女 
募集人数　男性１５人・女性１５人 
応募方法　下記連絡先までご連絡ください。 
確認事項　氏名・年齢・住所・電話番号 
※応募多数の際は主催者にて調整いたします。 
　あらかじめご了承ください。 
申し込み・問い合わせ先 
　■地域振興課　地域づくり係（内線３９２） 
　■ベスパ（イベント業者） 
　　　０７０－６６８８－４４５４ 
　　メール fukusakicon@gmail.com

１２月１日（木）から１０日（土）まで 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

 

 

 

 

2 
 

5 

6 

11 

12 

13 
 

14 

 

16 

 

 

19 

 

20 

23 

26 

29

 

 

 

 

水 
 

土 

日 

金 

土 

日 
 

月 

 

水 

 

 

土 

 

日 

水（祝） 

土 

火 

9:00 

9:00 

9:00 

9:00 

11:00 

13:00 

13:30 

 

 

10:30 

13:20 

18:00 
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要申込 

 

 

 

要チケット 

 

 

 

 

２０（日）要申込 

 

企画展「宮沢賢治と遠野」 

子どもふるさと展 

記念展「井上通泰展」 

企画展「ちょっとなつかしい昭和３０年代のくらしの風景」 

えほんの時間 

なやみごと相談 

連続講座③ 

地域職域親善ソフトボール大会 

もち麦の日 

伊勢大神楽 

老人大学一般教養講座 

中村雅俊コンサートツアー２０１６「L-O-V-E」 

母子相談 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

町ぐるみ健診 

県民芸術劇場 

食育の日 

エルデ秋の映画祭 

自然歩道を歩こう大会 

文化財フォーラム 

フクちゃん読書の日 

 

柳田國男・松岡家記念館 

 

歴史民俗資料館 

図書館 

サルビア会館 

歴史民俗資料館 

第1グランド他 

 

柳田國男・松岡家記念館 

文化センター 

エルデホール 

サルビア会館 

 

サルビア会館 

 

保健センター 

文化センター 

 

エルデホール 

田原小学校 

エルデホール 

 

柳田國男・松岡家記念館 

 

歴史民俗資料館 

図書館 

社会福祉協議会 

歴史民俗資料館 

スポーツ公園管理事務所 

農林振興課 

柳田國男・松岡家記念館 

文化センター 

エルデホール 

健康福祉課 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

保健センター 

文化センター 

保健センター 

エルデホール 

住民生活課 

社会教育課 

図書館 

２５ 

≪材料≫（４人分） 
・もちむぎ精麦...２０ｇ 
・チンゲン菜...２００ｇ 
・人参...４０ｇ 
・大豆水煮...１００ｇ 
・無調整豆乳...３００ｇ 
・水...５００ｇ 

 
・とりがらスープの
　素（顆粒）...１０ｇ 
・塩...適量 
・黒こしょう...適量 
・片栗粉（水溶き用） 
　...２０ｇ 

≪作り方≫ 

①もちむぎ精麦は２０分ゆでる。チンゲン菜は食べやす

い大きさに切り、人参は薄いいちょう切りにする。

大豆水煮はザルにあけて水をきる。 

②鍋に分量の水を入れて沸騰させ、人参、チンゲン菜

の順に入れ、人参がやわらかくなったらゆでたもち

むぎ精麦と大豆を加える。煮立ったら火を弱め、と

りがらスープの素を加える。 

③最後に豆乳を加え、ひと煮立ちしたら塩、黒こしょ

うで味を調える。 

④一度火を止め、水溶き片栗粉をかき混ぜながら少し

ずつ回し入れる。ふたたび弱火にかけてとろみをつ

ける。 

★チンゲン菜の代わりに、白菜、ホウレン草でもOK 

★ベーコンやウインナーを加えても美味しい！ 

イソフラボンと食
物繊維がたっぷり

 

冷蔵庫にあるもの
で簡単にできる満

腹スープ イソフラボンと食
物繊維がたっぷり

 

冷蔵庫にあるもの
で簡単にできる満

腹スープ 



No.343

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

１１月１９日（土）・２０日（日）町ぐるみ健診実施 
「あっ、そういえば今年未だ受けていなかった」と思われている方 
　この機会にぜひ受診してください 

２６ 

11月は「児童虐待防止推進月間」 

もしかして「虐待かもしれない」と思ったら… 

心配ごとや悩みはひとりで抱え込まないで相談を 

　児童虐待は、子どもの心身の成長や人格形成に

深刻な影響を与えます。 
 

身体的虐待　子どもの身体に苦痛や外傷が生じる

ような暴行をくわえること 

ネグレクト　子どもの健康・安全に配慮しない、衣

食住の世話をしないなど、保護者とし

ての監護を著しく怠っていること 

心理的虐待　暴言や激しい夫婦げんか、DVを子

どもの前で見せるなど、子どもの心

を著しく傷つけること 

性 的 虐 待　子どもにわいせつな行為をする／さ

せること 

 

 

■児童相談所全国共通ダイヤル■　189 いちはやく 

　近所の家庭の様子がおかしいなと思ったときな

どは、迷わず相談・通告してください。相談・通

告は匿名でできますし、プライバシーは法律で保

護されています。 

 

 

■福崎町保健センター■　（内線３６０～３６３） 

　虐待に限らず、子育てに積極的になれない、ス

トレスがたまるなど子育ての不安や相談等をお受

けします。 

〈連携中枢都市関連事業〉 
女性のがん検診受診率向上啓発事業 

　子宮がん体験者でタレント

の原千晶さんによる講演会を

開催します。 

　若い女性に増加している子

宮頸がんについて、ぜひ一緒

に考えてみましょう。 

日　時　１２月２４日（土）１４：００～１６：００ 

場　所　姫路キャスパホール 

講　師　女優・タレント　原千晶さん 

定　員　３００人（要予約）※先着順 

参加費　無料 

申込締切　１２月１６日（金） 

申し込み・問い合わせ先 

　姫路市保健所予防課　　（０７９）２８９－１６６１ 

　受付時間：月曜日から金曜日（祝日を除く） 

　　　　　　８：３５～１７：２０ 

～講師紹介～ 
　１９７４年４月２７日北海道帯広市生まれ 

　１９９４年、第２１代「９５クラリオンガールグラ

ンプリ」でデビュー。 

　現在、TBS「ひるおび！」火曜日のコメンテ

ーターにレギュラ－出演他、NHK「あさイチ」

などに出演中。 

　子宮頸がん闘病後、女性特有のがんを経験し

た方の情報交換の場「よつばの会」を主宰。 

２０１３年７月１７日には「原千晶３９歳　がんと私、

明日の私、キレイな私。」（光文社刊）を出版。

北海道、長野、島根など全国各地にて、がん検

診啓発の講演会開催中。 



保健センターだより 

２７ 

＊二種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘・Ｂ型肝炎予防接種は、接種間
隔に気をつけましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１
年間です。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受
けましょう。 

予
防
接
種 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２８.８月生の乳児 

Ｈ２８.７月生の乳児 

Ｈ２８.１月生の乳児 

Ｈ２７.１１月生の乳児 

H２７.１月・２月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１４日（月） 

月～金 

１４日（月） 
 

３０日（水） 

１５日（火） 

３０日（水） 

１４日（月） 

１６日（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター11月定例行事予定 
第130号 

　私たちは、家庭や地域、職場や学校のなかでたく
さんの人と関わり、さまざまなことを経験しながら
人との付き合い方を学んでいます。人との関わりの
中で、“自分がどれだけ大切な存在であるか？”と
言うことを認識する感覚を「自己有用感」と言い、
他の人の役に立った、喜んでもらえたなどを自分で
認識する力のことです。 
　自己有用感は自分と他の人との関わりの中で生ま
れる感覚で、社会生活を送るための基礎となる大切
な能力です。よく似たことばに自己肯定感がありま
す。自己肯定感とは、自分自身を肯定的に認識する
ことです。一方、自己有用感は他の人の存在を前提
にし、子どもの頃から芽生え、そして大人になって
も成長していく感覚です。子育ての中では、子ども
と一緒に過ごす（遊ぶ）、子どもを認めることが自
己有用感を育てるには大切です。 
　ここで言う「認める」とは、ただ単にほめるのと
は少し違い、“子どもの視点でほめられた”の意味
です。大人の基準に達していなくても、子どもが「ほ
めて欲しい」と思った時にほめる、つまり、子ども
を「認めて（自身を持たせて）、育てる」視点が自
己有用感を育てるには重要にな
ります。大人から見ればイライ
ラする子どもの活動も、子ども
なりのこだわりや工夫で努力し
たことは、「認めて、ほめる」
子育てが大切だと考えます。 

インフルエンザの発症や重症化を防ぐため 
予防接種を受けましょう 

次の方には助成制度があります。 

○６５歳以上の方 

○６０歳以上６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸器の機能

等に障害があり、日常生活が極度に制限されて

いる方 

◆期限は平成２９年１月３１日までです。 

毎日、こつこつ 
貯筋生活 

今月の貯筋プラン №4今月の貯筋プラン №4 太もも（内側・外側）を鍛えよう 

＜回数の目安＞ 
１つの運動は５秒程度キープし、
それを２～５回行いましょう。
１日の回数は自分の体力に合わ
せて決めましょう。 
＜注意事項＞ 
①自分の体調に注意をはらい
ましょう。 

②運動中は息を止めないよう
にしましょう。 

①両膝から太ももの間にクッション

などを挟みます。 

②両脚で内側に力を入れて５を数え

たら力を緩めます。 

①両膝を握りこぶし１つ開けて座り

ましょう。 

②手で両膝を内側に押します。脚は

閉じないように外側に力を入れ、

５を数えたら力を緩めます。 

＜内側＞ ＜外側＞ 

～今より１０分多く、 
　　からだを動かしましょう～ 

※手のひらで膝を抱え込むように受け止めます。 
　指先だけを使うと手首を痛めるので注意しましょう。 

※挟むものは、ボールや枕、座布団でもＯＫ身近 
　なものを利用しましょう。 

手 

脚 脚 

手 手 

脚 脚 

手 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 
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町民のうごき 

平成２８年９月末現在 

７，５５９世帯 
９，３０２人　 
５２人　 
１８人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５２７人 
１０，２２５人 

６４人 
１７人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

　
１０
月
２２
日（
土
）に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
〜
収
穫
体

験
〜
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
稲
刈
り
や
稲
木
掛
け
、
脱
穀
な
ど

普
段
は
で
き
な
い
体
験
を
し
、
秋
の
一
日
を
満

喫
し
ま
し
た
。
写
真
は
５
班
に
分
か
れ
て
行
っ

た
記
念
撮
影
で
、
後
ろ
に
は
柳
田
國
男
先
生
の

ア
ー
ト
が
見
え
て
い
ま
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

　
今
年
は
１０
月
８
日
・
９
日
に
「
第
４２
回
遠
野
市
産
業
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
町
長
が
開
会
式
に
出
席
し
た
ほ
か
、
も
ち
む
ぎ
商

品
の
試
食
・
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
精
麦
は
初
日
に
売
り
切
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
し
た

し
、
「
去
年
買
っ
て
お
い
し
か

っ
た
か
ら
」
と
来
て
く
だ
さ
る

方
も
あ
り
、
嬉
し
い
交
流
が
で

き
ま
し
た
。 

 

　
ま
た
、
遠
野
市
立
博
物
館
で
は

１０
月
８
日
〜
１１
月
６
日
の
間
、「
柳

田
國
男
と
兄
弟
の
絆
」
と
題
し
て

企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。 


